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国際学会発表・海外講演(括弧は発表言語)
1969午9 村ブタペスト火ツΠ.1際美術史学会「ラ・トゥールの様式変遷」(仏,剖
19731F9 "グラナタ人ツ1司1蝶美術央学会「ラ・トゥールの新発見作'Y,について」(イι")
】980イ110牙メキシコ・シティ大学1可1深ツ会コロキウム「システィナ礼拝堂火井血について」
(力と,Π)
1981卸9 ⅡチューリヒⅡ、1際美術史学会「ショヅトのモンゴルの影粋について」御ミ,Υ"
1986仟UⅡ口ーマ人学,,佐演「ミケランシェロのシスティナ礼1下苧1犬井画について」シエナ市
・1三併「戈術保,4の剛鼬」(伊'1"
1989"●"ストラスプール大学1司際美術央学会「レオナルド・タ・ヴィンチのスフォルツプ
呪〕馬像について」(U、胎)
1991イ1'4 刀リーハイ大学レオナルト学会「スフォルップ騎1.U像の再雄」(萸IA)
】99441、]oj、」上tm人ツ垳'蔽「1川祥美術への東蔀の膨"」(Π木'用
1997午 6 打りユブリアナ大学「【1際焚学会御t備会「1_1木美術の美学」(萸'吾)
】9984F.9 門りユプリブナ大学打、1際X1学会「女U損小.'山の美学」(英'1;)
]998イド・9 打ポローニャ火ツ,'品緻11、11人美術の様式充INJ (伊';舟
】999イF3 門ホローニャノ、学「"然と感11'j」学会「レオナルト・ダ・ウィンチとヰ・リ司美術」
(ウとⅢ;)
1999イ1,5 "モスクワノ、学ノ勺レトゥルシャイティス学会「シモーネ・マルティーニと小作1美術」
(英研)
1999イt.5 打口ーマ大学NI・ブヅサーリ散授',d念学会「シエナ絵両への門小、1の影1畔」(伊,")
2000午 211 ニューヨーク・アメリカ美術史学会IRSA シンポジウム'1ι演「比'皎美術について」
ψミ""
20〔川イ1'3j、1 ポローニャ大学ノ勺レトゥルシャイティスツ!会「アナモルフォーズと北斎」(伊hl"
5J」ポーラント・クラカウ 1RSA学会「セザンヌとジャポニスム」御斯ID
7 打小田・内モンゴル・フフホト美学会「気談生動の美学」(央,治)
り"ロントン火学SOAs r(弓楽は北斎である』(英ii吾)
10J」ポローニャ大学美ツイ_、「Π本子ι11iと女〔繍生'め_1(奘"D
Ⅱ刀口ーマ大学 1、フォンタネーシとジャポニスム」「イタリアとⅢj胎艾術ツ:会」(伊,1り
2003イ1'.10刀りトワニア・ウィリニウス大'γ,,,ルⅧi 「ワットーとシノワズリー」(英i訴)
20(M件8 打モントリオール人ツ1i1際美お,i史、1会「ミケランシェロのダウィデと1玉川・,池公畍呂
の四大[イ象について」(英Ⅲ吟
9 "フランス,スリシー城・い、1際シンポジウム「『汚政』の風以画の成ゞι」
くイ1、,11 ・典,i11)
国内学会発表
19備イ1'
197241、
】 975イ1モ
]97併ト
]977介
1991 イ1ミ
1992ζド
19!Mイ1ミ
2{川2仟
尖孤1史半会「ラ・トゥールの様式変逃」
美術史乎会「レオナルド・ダ・ヴィンチ『、ξ十IL打1』のゴ_゛人物像について」
ミケランジェロ小誕500年'こ念'γ会「システィナ礼1-11'半'天井他1裸体像について」
美術史学会例会「トレステン災術鯨所蔵フェルメールのf紙を統む女について」
美術史学会例会「ミケランシェロのパオリーナ礼1-1.堂畦艸1について」
尖術史ツ会例会Π小1,迎公肌N,の作品1司定」
美学会「西汀.とΠ本の美術史のノh去論の闇抽」
イタリア学会「ミケランジェロとタンテ,ヴェルキリウス」
災11、1央学会印;mの1Ⅲ題,1「シンポジウム・央術史の価価の問題」(於宋北火学)
2 0 0 4 イ 仁
美 学 . 西 洋 美 術 史 研 究 室 主 催 . 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 発 表
「 ド ナ テ ッ ロ 生 誕 6 0 0 刷 年 記 念 学 会 」 フ ィ レ ン ッ エ , ブ カ デ ミ ブ 叉 術 館 長 ポ ン サ ン
1 9 8 6 イ 1 '
テ ィ 氏 招 1 寺
「 ジ オ ッ ト 没 後 6 5 0 年 記 念 学 会 」 フ ィ レ ン ツ ェ , ア カ デ ミ ブ 美 術 館 長 ポ ン サ ソ テ ィ
1 9 8 7 司 二
氏 打 并 寺
「 レ オ ナ ル ド 学 会 」 ロ ー マ 大 学 マ ル テ ー ゼ 教 授 招 待
1 9 8 8 イ f
「 ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ 『 シ ス テ ¥ ナ 礼 1 、 レ 堂 天 井 画 』 学 会 」 ナ ポ リ 大 学 デ ・ マ イ オ 教 授
1 9 9 0 4 下
招 待
「 ラ . ト ゥ ー ル 生 瓢 四 丙 年 記 念 講 演 会 」 久 留 米 大 芋 り レ イ ヨ 教 授 招 行
1 9 9 3 圷
「 テ ィ ン ト レ ッ ト 没 後 如 0 烱 年 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム 」1 9 9 4 勾 .
「 則 際 シ ン ポ ジ ウ ム : 日 木 美 術 を ど う 見 る か 」1 9 9 6 イ 手
「 マ ル ロ ー 没 後 2 0 燭 年 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム 」
1 9 9 7 勺 三
「 ヴ プ ン . ダ イ ク 4 . 誕 4 0 0 厨 午 記 念 国 際 シ ン ボ ジ ウ ム 」 『 a r t i b u s  e t  h i s t o r i a e 』 , 念 編
1 9 四 守
集 長
グ ラ ブ ス キ ー 氏 招 1 寺
「 夏 の 美 術 シ ン ポ ジ ウ ム く 明 治 初 棚 の イ タ リ ブ 美 術 家 の 役 割 > 」 ピ ア チ ェ ン ツ ブ ,2 0 0 Ⅲ r
リ ッ チ ・ オ ヅ デ ィ 美 術 館 長 フ ガ ッ ツ プ 氏 招 待
「 『 美 術 史 学 』 第 2 0 ・ 号 刊 行 記 念 学 会 」
「 『 a r t i b u s e t  h i s t o r i a e 』  2 0 周 年 記 念 講 演 会 」 グ ラ ブ ス キ ー 氏 招 行
「 1 司 際 シ ン ポ ジ ウ ム Π 伊 文 化 交 流 の 五 百 午 」 ロ ー マ 大 学 コ ッ ラ デ ィ ー ニ 敦 綬 招 待
2 0 0 1 年
「 第 1 8 回 民 族 藝 術 学 会 人 会 」 ( 於 東 北 福 祉 大 学 )2 0 0 2 午
「 助 郭 回 美 術 史 学 会 令 岡 火 会 」
汀 川 洋 美 術 に お け る 古 典 キ ξ 義 の 諸 扣 に か ん す る 包 括 的 研 究 会 」
2 0 0 3 η 二
1 9 8 1 年 ~ 2 0 叫 午 Ⅱ 6 担 1 に わ た り 研 究 室 統 , ↑ 1 会 「 芸 術 と 思 慰 U  を 開 俳
イ タ リ ア 学 会 「 ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ 『 ダ ヴ ィ デ 』 と 国 小 迎 公 麻 呂 『 四 天 王 ■ ( 於 東 北
大 学 ) 他
( 2 ) 学 会 役 員
1 司 際 美 術 史 学 会 副 会 長 ( 2 0 0 4 ~ )
A r t i b u s  e t  H i s t o r i a e  ( ウ ィ ー ソ 同 際 美 術 州 「 " ) 驫 ' 集 委 R
国 際 災 術 史 学 会 H 水 副 代 表 ( 2 0 0 0 ~ 2 0 0 4 ) , 代 表 ( 2 0 0 4 ~ )
美 学 会 常 任 委 U  ( 1 9 9 1 ~ 1 9 9 8 )
" U 、 美 術 学 会 常 任 妥 員
( 3 ) 社 会 活 動 ・ 地 方 関 係 機 関 の 委 員 等
仙 台 . 日 伊 協 会 ・ 脚 務 N 小 ( 1 9 7 6 ~ 9 0 )
仙 台 婦 人 セ ミ ナ ー 講 帥  a 9 8 2 ~ )
宮 城 4 ' 「 文 化 の 波 文 化 の 風 お こ し 」 委 員 会 委 n  a 9 9 0 年 )
宮 城 県 「 東 北 学 お こ し 」 委 a 会 委 員 ( 1 9 9 1 ~ 暢 年 )
学 会 及 び 社 会 に お け る 活 動 等
( 1 ) 他 大 学 へ の 出 講
大 阪 大 学 , 名 古 屋 大 学 , 富 山 大 学 , 四 国 学 院 大 学 , 岩 手 人 学 , 北 海 道 教 介 大 学 旭 川 校 , 袷 , 島 , 大
学 , 会 津 大 学 1 訓 切 学 剖 K 毎 仟 、 ) , 東 北 上 業 大 学 ( N D , 宮 城 大 学 ( 同 ) , 東 京 芸 術 大 学
イ】巻市[引蝶交硫"牙1煤則}"(1991~92午)
「新しい歴史教科'1:」をつくる会・宮城県支部長(1999~2001110
「斬Lい歴央教科,】1」をつくる会会長(2001~2004イ的
1河部次a拘氾念館・迎営委n (2002~備年)
(4)国内講演会九州・熊本から北海道・札幌まで多数。
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西汗美術史県礎講疏1,
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(冉名,発わ・年打,発行所,頁数,概要の順に記述,共苫もその半分以上執筆Lてい
るものだけをとりあげた)
1.しわ解Wι dι Gι01誓ιS dιια?わ川.1969年(昭羽14441'・) 6月
Universi16 de sh'asbourg (dad010部'aphi■ 188P,20o i11USれ'ations
17世祀のフランスの画家ラ・トゥールについて,様式とその侠1像から分析
し,町11寺ほとんど末解明であった『聖セバスティアヌス』図をはじめ,『聖
ヒエロニムス』ぱ1などの年代設定を打い,とくにその作風形成の時代を検
討して,後の研究に大きな影粋を与えた。その後1972年にパリで大ⅡW覧会
が行われた際のカタログ,その後のこの血蹴のモノグラフに基本文献とし
て1敏成され,引用も多くされている。
2'邦訳『ラ・トゥール夜の画家の作品世界』造形社 1972午(1唱千噂711り,246
頁,区1版56貞(付仏文レジュメ)
3.『冬の1揃夜の囲家ラ・トゥールとの対話』杓"制憇ど 1972年(昭和47年),
214頁
ジ,ルジュ・ドゥ・ラ・トゥールについての文学的エッセイ。雑,誌『季刊
藝術』に連載されたものを・一Ⅲ1に収録。
4.『ミケランジェロ』(世界美術全架6)古川逸治との共茗架英社]9乃年印"
村巧0仟0,]21貝
ミケランジェロの令作品を分析しながら,その思想的,形象的意義を跡づ
けたもの。代表作システィナ礼仟堂天井画に四大元索などの擬人像がある
ことの指摘や,レオナルド・ダ・ウィンチの影糾があることが分析されて
いる。『ビエタ』像の系譜をたどり,最後の『ロンダニーニのピエタ』に
レオナルド・ダ・ヴィンチの愛の二重人物像の形象があることを述べてい
る。全作品カタログを伶1Ⅱ乍し, 1点 1点を解説した。
5.『文学の転牙』泰流社 1976年(昭和51イ1り,254貞
「日人文学とは何か」「内マ羊文学とは何か」という大きな主題のエッセイだ
けでなく,蹴石論,汀1藤淳論,_1島論などを含む著者の]975年(fV仟喝併向
までの文学評論を集めたもの。
6.『微笑の拙造レオナルド・ダ・ヴィンチの二重人物像』小学館 1977午(昭
和聡年),205貞
1970年にフィレンツェに私費昭学した際,ウフィツィ美術館に通い,レオ
ナルド・ダ・ヴィンチの『三王礼拝挟M の小に,すべての人物がカップル
で二人ずつ描かれているのを発見し,それが当時のネオ・プラトニスムの
影群であることを解明した。その論文は学会誌に掲載され,英文に而排沢さ
れて,ケネス・クラークをはじめ研究者に大きな反料を呼んだ。その論文
を中心に『モナ・りザ』に関する論ぢを条め,一冊の本にしたもの。
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『 レ オ ナ ル 下 ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ 』 ( 世 界 美 術 全 集 5 ) 下 村 寅 太 郎 と の 共 筈 釡 竹 リ ゛
解 説 , カ タ ロ グ を 執 さ β 集 英 社  1 9 7 7 年 印 門 豹 巧 2 年 ) , 1 2 4 貞
レ オ ナ ル ド . ダ . ヴ ィ ン チ の 全 作 N , を 分 析 し , そ こ に 通 1 氏 す る 忠 想 を 探 っ
た も の で , 初 期 の 『 三 千 礼 仟 』 図 の ぱ 1 像 的 な 解 明 か ら , 晩 イ r の 「 大 洪 水 」
の 1 " 想 ま で , 巨 匠 の 一 f t し た 形 象 的 太 現 を 追 求 し て い る 。 と く に 令 作 品 の
カ タ ロ グ と し て , 弟 子 と の 関 係 を 留 意 し た ア ト リ ビ ュ ー シ , ン を 行 っ て い
る 。 ま た 『 モ ナ . り ザ 』 の 分 析 は こ れ が 代 表 作 で あ る だ け に , モ デ ル や そ
の 歴 史 的 背 景 を 迫 い , 国 際 的 な 新 解 釈 と し て 計 価 さ れ て い る 。
8
『 レ オ ナ ル ド . ダ . ヴ ィ ン チ 』 ( 世 界 の 才 詩 苗  1 ) 誥 清 炎 社  1 9 7 7 年 印 荏 不 Π 5 2 イ 1 二 ) ( 大
版 3 2 頁 )
レ オ ナ ル ド の 永 抗 1 1 才 f 川 0 点 に 及 び , 彼 の 作 品 の 亟 要 な 割 " ) を 占 め る が , 絵
画 の 準 用 の も の , 科 学 建 築 鬨 係 の も の が あ る 。 し か し そ れ だ け で 独 立 L 九
作 品 が 多 く そ れ ら を 分 析 す る と 意 外 に 「 グ ロ テ ス ク 」 テ ー マ と 「 大 沙 ヲ k 」
の テ ー マ が 十 な も の と な っ て い る こ と が わ か る 。 彼 力 泌 釦 山 と い う 特 性 を 認
識 し た う え で 「 醜 さ 」 と 「 恐 ろ し さ 」 を 厶 川 可 に 表 現 す る か に 腐 , 心 し て い る
か が こ れ ら の 業 揣 か ら わ か る 。
9
『 レ オ ナ ル ド . ダ . ヴ ィ ン チ 圭 Ⅱ 村 と 生 況 江 斬 測 1 社  1 9 7 8 年 印 召 羽 巧 3 年 ) 3 2 山 1 ,
図 版 1 4 0 , 付 英 文 レ ジ ュ メ
『 レ オ ナ ル ド . ダ ・ ヴ ィ ン チ 芸 術 と 牛 涯 』 誌 歸 炎 朴 学 術 文 庫 版  1 9 9 2 年 ( 平 成
4 年 )  4 2 6 貞 ( 解 説 ・ 杉 浦 明 平 )
レ オ ナ ル ド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ の ・ 二 重 人 物 像 の 発 見 を 機 に , 巨 匠 の 研 究 を さ ま
ざ ま な 観 J 蕪 か ら 行 い , 『 ブ ン ギ ブ リ の 戦 い 』 , 『 岩 窟 の 聖 母 』 , 『 聖 ア ン ナ 画
稿 』 , シ ャ ン ボ ー ノ レ 宮 な ど の 新 発 見 を 加 え な が ら , そ の 全 作 品 と そ の 牛 涯
を 冉 い た も の 。 彼 の 絵 他 殆 兪 に あ る , 芸 術 に 対 す る ぢ 察 , そ の 上 題 の 分 析 を
行 い , レ オ ナ ル ド の 令 く 新 し い 作 家 論 を 展 開 し て い る 。 こ れ は ル ネ サ ン ス
研 究 家 杉 浦 明 平 に よ り 同 年 の べ ス ト ・ ス リ ー の 占 物 と 評 価 i さ れ 氏 の 解 説 が
加 え ら れ て ' , 1 9 兜 年 に 講 談 社 学 術 文 那 に よ り 再 版 さ れ た 。
1 0
イ タ リ ア ヨ 吾 訳 ι ω π α 1 , d o  d a  v i π d , / a  S 1 解 α ア t ι ι  1 α  S 記 α υ i i a ,  t r a d o t t o  d a  T o s h i k o
T a n a ] く a  e  M a T i o  z a Ⅱ i o ,  s u w a , 1 9 8 3 . 2 9 2 P . 1 4 1 . i Ⅱ U s t r a t i o n s
Ⅱ
" ξ き 日 の ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ 』  1 9 7 9 イ 1 Ξ ( 川 杯 Π 5 4 杓 講 談 社  2 ] 2 頁 , 図 版 8 0  q 寸 英
文 レ ジ ュ メ ) 『 ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ 』 講 談 社 ツ 才 蔚 文 川 i 版  1 9 9 1 午 ( 平 成  3 年 )  3 0 2 頁
4 弊 説 ・ 小 1 上 材 お
1 9 7 5 年 に 東 京 で ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ 止 誕 5 0 0 年 記 念 学 会 が 開 か れ た 際 , 苹 者 は
シ ス テ ィ ナ 礼 拝 堂 天 井 画 の 分 析 を 行 い , 天 井 画 中 央 の 5 組 あ る 四 裸 体 像 が ,
四 大 元 索 , 四 気 質 , 四 つ の 時 な ど の 擬 人 像 で あ る こ と を 仰 μ 明 し た 。 ま た ミ
ケ ラ ン ジ ェ ロ の ] ! f 年 期 の 作 品 を 検 討 し , そ こ に 父 , 母 へ の コ ン プ レ ッ ク ス
が 反 映 し て い る こ と を 指 嫡 し , そ の 二 術 の 小 に ま た レ オ ナ ル ド ・ タ ・ ヴ ィ
ン チ と の 文 N 夬 も あ っ た こ と も 分 析 し た 。 こ の i l ; 物 は 1 9 9 1 年 に 小 任 彬 の 仰 帰 t
の も と に 誥 談 社 学 術 文 障 に よ り 再 版 さ れ た 。
12 『ル・ネサンス像の転換理性と狂気が融合するとき』誠談社 1981年(昭和
56年) 317貞,図版97,付英文レジュメ
筆者はブルクノ>レト以来の「ルネサンス」という槻念の検討を行い,これ
が'f代ギリシャ・ローマと近代西洋を結ぶ結節点として,西洋中心キ義の
イデオロギーを択うものであることを指摘し九上で,果たして「ルネサン
ス」文化が「古代」の円生か,という疑問に答える。まずゲルマン民族の
大移動やイスラム文化によって断絶しており,13,14世紀のモンゴルの西
征による東汗の存在に剌激を受けた結果が「ルネサンス」であり,それは
新しいキリスト教文化,ルネサンスであると結論する。これは四洋歴史観
の批判として評価されている。
13 『画家と自画像揣iかれた西洋の粘1中』Π本経済凋竹Ⅱ1汁 1983午(昭チf巧8午)
210頁,図版130
『画家と白画像揣かれた西汗の11!沖M 講談社学術文目i版 2003年←阿曵15年)
260頁
四洋美術史における自画像の歴史をとらえ,そこに西洋の思恕史の変化を
論述したもの。巧世紀イタリアの画家自身が職人から芸術家への意識の変
遷の中から,芸術家自身の創造主としてのΠ意識が生まれた"、汁tから現代
までの変化をとらえている。とくにレオナルド・ダ・ヴィンチやミケラン
ジェロ,デューラーそしてレンブラントなどの巨匠からゴヤ,ビカソなど
の近,現代の大画家がどのように白己を拙いたか,只体的に論じ,メラン
コリーから無関心への人間観を指摘している。
14
3
『ミケランジェロ』(世界の大画蹴8),十央公論社 19部年印召和584杓 98頁
ミケランジェロの絵画作品のみを論じたもので,そのカタログの記述を行
つている。弟子の作品と区別し,巨匠の参加の度合いも指摘している。と
くにシスティナ礼拝堂天井画の記述では,これが創世記の区リ好だけでなく,
四裸体像のように当時の宇宙観の反映があり,それだけではなく全画血,
全人物像に波って四大元索などを中心にした擬人像として描かれているこ
とを述べている。さらに磁伎後の審判』『聖パオロの殉教』『聖ぺテロの傑
刑』などのあらたな解釈を打'つている。
15 『フォルモロジー研究ミケランジェロとデューラー』美術1別振社 1984年(昭
荊馬9年) 372貞,図版232 q寸英文,独文,伊文レジュメ)
これまでの両1-i匠の側別研究の集大成で七編の論文と「フォルモロジー」
という,箸者の新しい美術の分析方法を示した序文をつけ加えている。こ
れは(1)形象の取出し(2)比較(3)解釈(4)作家(5)歴史の 5
段1塔で,美術作品,と分析してゆくもので,これを各論文で適合させている。
とくに作家固有の偲Ⅱ禦学に注目しこれまでと異なった分析を示しており,
それがミケラソジェロとデューラーの作品に応用されてこれらの美術の新
たな解釈と打なっている。
41 6
『 光 は 東 方 よ り 西 マ 羊 美 袮 H こ り 、 え メ こ 小 匹 1 ・  H 木 ; の 影 W 閣 刈 出 ' 1 1 房 新 社  1 9 8 6 行
( 昭 不 Π 6 1 イ ト )  3 1 0 頁 鬨 版 2 2 7 , 付 英 文 レ ジ ュ メ
木 ' ! } は  3  部 に 分 か れ , 第  1 部 は ジ ョ ヅ ト の 時 代 ( イ タ リ ブ M 川 紀 ) の モ ン
ゴ ル を 通 じ て 東 汗 の 影 料 を パ ス パ 文 〒 1 英 様 や 容 貌 太 現 か ら 指 摘 し ,  m 2 部
で は シ ノ ワ ズ リ ー の 影 粋 を 1 7 世 紀 の オ ラ ン ダ , フ ラ ン ス 美 術 か ら , 第 3  部
で は ジ ャ ポ ニ ス ム の 問 題 を フ ラ ン ス 印 象 派 を 小 心 と し て 論 じ て い る 。 こ の
, 1 1 に よ っ て あ ら た な 税 野 が 開 か れ 1 川 洋 で 引 用 さ れ 九 り ,  N H K  『 大 モ ン ゴ
ル 』 な ど の 番 組 の 骨 格 力 H 乍 ら れ た り し て い る 。
1 7
『 ル ー ヴ ル 美 術 鯲 3  ル ー ヴ ル と パ リ の 美 術 』 ( 占 川 逸 治 , 佐 々 人 英 也 と の 共 茗 。
1 5 , 1 6 世 紀 イ タ リ ア 美 術 扣 凹 ) 小 ツ イ 煎  1 9 8 5 卸 ( 昭 不 U 6 0 介 二 )  5 7 5 頁
平 者 は 1 5 , 1 6 世 紀 の イ タ リ ブ 美 術 史 を 択 当 し , お よ そ 3 0 0 枚 の 原 稲 を . 1 : い て
い る 。 ル ー ヴ ル 美 術 鯲 の 作 品 は 解 説 の 形 で 行 な っ て い る が , 木 文 で は 1 5 世
紀 イ タ リ プ 美 術 史 の 流 れ を " 烈 〒 1 む 没 と 唯 美 1 ず 鄭 こ 1 メ 1 別 し , ま た マ ニ エ リ ス
ム の 1 1 寺 代 も そ れ と メ ラ ン コ リ ス ム と 区 別 し , 新 し い 区 分 を 行 い , あ ら た な
捉 起 を 行 な っ て い る 。
玲
『 イ タ リ ア 美 術 史 東 洋 か ら 見 た 四 洋 美 術 の 小 心 』 岩 崎 芙 術 社  1 9 9 0 年 ( 平 成
2 イ f )  6 如 頁 , 挟 リ 1 友 5 5 0
日 人 人 学 者 が . _ 1 1 い た は じ め て の イ タ リ ア 美 術 央 の ' ! } 。  1 4 世 紀 影 耶 可 の 東 汗 の
影 紳 を は じ め , 1 6 世 紀 の Π ・ q 庄 の 訓 牛 」 で は 筆 著 の こ れ ま で の レ オ ナ ル ド ・
ダ . ヴ ィ ン チ や ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ の 研 究 の 集 大 成 を l j い , さ ら に こ れ ま で の
「 マ ニ エ リ ス ム 」 の 名 で く く ら れ て き た 画 家 を 「 メ ラ ン コ リ ス ム 」 と 1 ヌ J 刈
し た り , 村 . 会 の 変 化 と と も に 1 7 世 紀 以 後 の 美 術 を 論 じ , 2 0 世 紀 の そ の 袋 退
ま で , そ の 流 れ を 明 快 に お っ て い る 。
1 9
『 美 術 に み る ヨ ー ロ ヅ パ 料 沖 仙 弓 力 才 上  1 9 9 3 年 ( ' γ 成 5 年 )  2 2 0 貝
西 洋 美 術 史 上 の さ ま ざ ま の 剛 題 , 例 え ぱ 修 復 さ れ た 絵 画 や , 1 1 1 1 舸 像 の 系 階
や , ラ フ プ エ ル ロ , ゴ ヤ , デ ュ ー ラ ー , ダ リ な ど 近 代 画 家 と 過 去 の 芸 術 家
の 関 係 を 論 じ た も の な ど を 収 録 し た も の 。 と く に ラ フ プ エ ル ロ や ダ リ の 論
ぢ は 斬 所 見 と し て 学 会 で も 引 用 さ れ て い る 。
2 0
『 1 川 洋 美 術 コ レ ク シ ョ ン 名 作 集 』 引 司 全 作 品 条 』 西 洋 芙 術 史 研 究 所  1 9 9 3 午 ( 平
成  5 イ 「 」 各 8 0 頁 ・ 1 7 1 貞
H 永 の 西 洋 美 術 作 品 の 個 人 コ レ ク シ ョ ン 約 5 5 0 点 の 烱 査 , 選 別 を 行 な い ,
そ の 令 作 品 の カ タ ロ グ を 化 1 Ⅱ 乍 L た も の 。 と く に そ の 中 で 8 0 点 ほ ど を 選 刎 し ,
名 作 架 と し て 編 ん だ 。 こ れ ら の 作 品 は 大 部 分 は 西 1 Υ : で も 木 兆 衷 の も の で ,
あ ら た な 司 " 査 と 同 定 作 柴 が 必 要 で あ っ た 。 小 に は レ ン フ ラ ン ト , レ オ ナ ル
下 . ダ . ヴ ィ ン チ , ラ フ ァ エ ル ロ の 真 作 が あ る が , テ ィ ン ト レ ヅ ト , ル ー
ベ ン ス , ヴ ァ ン . ダ イ ク な ど 新 た な 開 査 が 必 ・ 要 で , こ の カ タ ロ グ 架 1 1 1 休 ,
牛 の 作 品 を 相 手 に し た 研 究 の 一 端 で あ る 。 ( 但 し こ の コ レ ク シ , ン 自 休 ,
末 だ に 成 立 し て い な い ・  2 0 0 4 年 注 ) 。
21 『支介六イi衛門と西欧使節』丸哲ライブラリー 1994年(平成6年) 228頁
筆者による口ーマ,キリナーレ宮において支倉六右術門とその・hのフレ
スコ1血伺定及び,ボルゲーゼ宮における同人物の肖像の作者発見の美術史
的研究のあらたな作業によって生まれた,支介六右衙1"1の西欧使節の分析
の'!}。「川欧における当時の1冑八晴平価はこの使節のあら九な検討を必要とす
る。美術史の充兒からあらたな歴史の検討を行なっている。
22 『イタリア・ルネサンス2』(世界美術人全集12)久保司二,長尾重武との共斡
(「ミケランジェロ・ブオナローティ』 89-180頁,「16世紀初期のフィレンツェ
共術・メランコリスムの傾向」 245-272貞,「永揣芸術の締{立」 3脇一364貝の
各須および作解,仰孔能担>拓)小勺サ漕]994年(平成伊下) 466頁
ミケランジェロのシスティナ礼拝堂犬井画の修復が終fし,その訓杏結巣
にもとづきこの巨1斥の新たな面を掘り起こしている。修復以後の竝も新し
い令体論である。またあらたにアンドレア・デル・サルトや「メランコリ
スム」の研究を行い,ル七1苗芸術」の役割の大きさも論じている。世界に
先駆けて『最後の審判』の修復後披初の写真を掲げ,その検討をhなって
いる(28-]09頁)。
23 『Π人美術全史川界から見た名作の系諦"講談礼 1995年(平成7年)398貞
長年の西洋美術の何究から,あらたな視点で日本美術全史を見なおしたも
の。とくに日本美術史で欠けていた「様バ史」を導入し,奈良時代に「古
典ギ裟」をおき,平安時代に「マニエリスム」そして鎌倉時代に「バロッ
ク」を様式として分析し,作品の世界的な価値を論じたもの。Π人で初め
ての「村at楡」的な日本芙術史であり,竹家中心の絵画"形刻央である。
24 『天平のミケランジェロ公麻吊と会術都rlj・奈良』弓立社 1995イf (平成7
年) 236頁
西洋美術の研究力法からあらたな「村行又」論的な研究にもとづき,奈良"寺
代の東大寺大仏の建立の時代の作家,国小連公麻呂の竹¥品を認定した論文
を小心に,余良11寺代の艾術,仏教の仙性的な存在や名前の重要竹を指摘L,
この111代の文化の世界的な価価を論じたもの。ここには「止利仏師U が『救
世観音』の作者である,という新たな指抽もある。
25 『述慶とハロックの巨匠たち「仁IU 像は運慶作にあらす』,・}立礼 1997町(平
成 9年) 254頁
鎌介1埒代の美術を動勢の尚逃ソミロック様式ととらえ,迎慶一艦慶,1、}{弁,
康勝,定慶らの彫却Ⅱ乍削,を分析しカタログを付し,さらに両家として醗原
頼朝』像などの肖像画を際原伝災に,『平治物語絵詞』を住吉慶忍に,ま
た『人燎国朗M を無等1帛位にそれぞれブトリビュートし,それぞれの作品
をカタログを付して論じている。
?
62 6
『 ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ の 世 界 像 シ ス テ ィ ナ 礼 拝 堂 天 井 画 の 研 究 』 東 北 大 学 出 版 会
1 9 9 9 年 ( 平 成 1 1 年 )  4 0 0 頁 , 図 版 多 数
( u i d 1 ι 1 α π g ι 1 0 ' s  v i s i 0 π  o j  所 ι  I V 0 1 ' 1 d ,  r h ι  S h ι d i ι S  O /  s i s h ' π e  c h α つ ι 1  ι e i h ' π g
つ α 力 l h ' π g s ,  T o h o k u  u n i v e r S 北 y  p r e s s , 1 9 9 9 , 4 0 O P . )
1 9 8 5 年 か ら 9 0 年 に か け て シ ス テ ィ ナ 礼 拝 堂 天 井 画 の 調 査 に 基 づ く , 『 美 術
史 学 』 に 七 回 に わ た っ て 分 載 さ れ 九 調 査 報 告 1 1 1 を ま と め た も の 。 五 百 年 に
一 度 と い う 修 復 が 行 な わ れ た 犬 井 画 を 足 場 に し っ て く わ し く 調 査 し た も の
で , そ の 技 法 と 同 時 に , そ の 全 休 の 四 大 元 素 を 基 木 に し て 擬 人 像 と し て と
ら え た も の 。 こ れ は 束 北 大 学 1 こ 提 出 さ れ , 文 学 陣 士 論 文 と な っ た も の で あ
る 。
2 7
『 写 楽 は 北 斎 で あ る 』 祥 伝 社  2 0 0 0 年 ( 平 成 1 2 年 ) 4 叫 頁 , 図 版 多 数
日 本 美 術 史 上 の 謎 , 写 楽 は ・ 一 体 誰 か , と い う 問 題 に 答 え , 写 楽 = 北 斎 説 を
詳 し く 展 開 し た も の 。 1 _ Ⅱ 根 有 三 教 授 の 挑 薦 の 辞 に も あ る よ う に , そ の 類 似
性 を 明 確 に 論 じ て い る 。 こ れ 以 後 , こ の 説 を 批 判 す る 説 は 出 て い な い 。
2 8
『 歴 史 の か た ち 日 本 の 美 論 争 ・ 日 本 文 化 史 』 徳 措 上 井 店  2 0 0 1 年 ( 平 成 1 3 イ f )
2 2 2 頁
日 本 の 歴 史 , 文 化 史 を さ ま ざ ま な 角 度 か ら 論 じ た エ ヅ セ イ 架 。 網 野 善 彦 ,
梅 原 猛 , 蓮 見 重 彦 , さ ら に 小 林 秀 雄 ら も 俎 士 . に の ぼ っ て い る 。
2 9
『 法 隆 寺 と パ ル テ ノ ン 西 洋 美 術 史 の 眼 で 見 た 新 ・ 古 寺 巡 礼 』 祥 伝 朴  2 0 0 2 年
( 平 成 1 4 年 )  3 0 6 頁
奈 良 , 京 都 の 仏 教 美 術 を 小 心 と し た チ チ ェ ロ ー ネ ( 案 内 田 ・ ) 。 法 隆 寺 と パ
ル テ ノ ン を は じ め , 西 洋 の 諸 美 術 と 比 べ な が ら , そ の 芸 術 的 特 質 を 論 じ ,
そ の 価 値 づ け か ら 諸 寺 を 訪 問 す べ き と 説 い て お り , 単 な る 名 所 Ⅲ 跡 め ぐ り
と 異 な る 案 内 と な っ て い る 。
3 0 『 ま と め て 反 論 「 新 し い 歴 史 教 科 1 打 の 思 想 』 扶 桑 社  2 0 舵 年 ( 平 成 N 4 吟  2 0 0 頁
日 本 の 中 学 の 歴 史 教 科 、 冉 の マ ル ク ス 主 笈 的 偏 向 を 批 判 す る 運 動 に 加 わ り ,
著 者 が 「 新 し い 歴 史 教 科 舌 を つ く る 会 」 の 会 長 を 務 め た と き の , そ の 教 科
{ 井 に 対 す る 批 判 , 非 鄭 に 答 え た も の 。 共 産 党 不 破 哲 三 議 長 , 大 江 健 三 部 ,
「 歴 史 修 正 主 義 」 批 判 , 美 術 史 学 会 シ ン ポ ジ ウ ム に お け る 千 野 香 織 氏 ら の
フ ェ ミ ニ ス ム か ら の 批 判 に ま と め て 反 論 し て い る 。
3 1
『 国 民 の 芸 術 』 扶 桑 社  2 0 叱 年 ( 平 成 M 年 ) 7 5 4 頁
筆 者 の 日 木 の 芸 術 に 対 す る 二 十 六 章 に 及 ぶ , 原 始 か ら 現 代 に 至 る 大 エ ッ セ
イ 集 。 『 新 し い 歴 史 教 科 〒 ! " を っ く る 会 の 運 動 と と も に , Π 本 の 歴 史 ・ 文
化 を あ ら た な 視 点 か ら 再 構 築 し た も の 。 歴 史 に 従 っ て い か に " 本 の 芸 術 が
変 化 し た か , そ の 文 化 的 な 営 み を 基 礎 に 起 き な が ら , そ の 世 界 的 な 特 質 を
論 じ て お り , 日 本 文 化 論 の " 金 字 」 答 " と 評 価 さ れ る 。
32 『古都の美をめぐる大人の旅』扶桑社 2003郁(平成15邱)166貞
奈良・京都の占寺の兒所を,艾術的価伯に従ってガイドしたもの。著出29
のガイド・ブック版で,旅行案内として編集されている。
『日本美術偶野乍の見ノj感じ力』 PHI、研究所 2004年び拘戍16年) 29仭気
1_1本美術史をどう見るか。これまでの大茗,,リ門il}を統合Lて,わかりや
すく新1り扱にしたもの。
『聖徳太f虚構説を排す』 PHP研究所 20叫午(〒成16年) 206頁
筆老のこれまでの聖徳太f論の条大成。とくに2001年に五重塔の心柱が
594年という伐採午代が測定されたのを基木に,法隆寺の非再建説を展開
したもの。聖徳太子が起てた斑鳩寺が,若苧伽産が焼けたあと,法降寺と
なったもので,それはもともと飛鳥時代に建てられていたものとして,再
建説を否定Lている。1"卯寺に三経霪疏が太子の君イ乍であり,その思恕がそ
の生き力を呉いていることも論じた。
33
34
35 『H本史観の磁{立』(仮題) PHP研究所 20備年(平成]7年)刊行予定
西洋のキリスト教史観,ギゾーなどの近代史観,ヘーゲル史観,ランケ,
ウェーバー,マルクス,そしてアナル派など,日本の歴史観に影讐をノjえ
た西洋の歴史観を研究し,また皇同択観,マルクス突観などによるΠ本史
の見力を批判し,あらたなΠ本の歴史観の確立をめざした歴史観の検討の
36
7
『やさしく1リかれたH本の歴史』(仮題) P H P研究所 2005年(平成1フィ1二)刊
行ヨ9定
予者は「新しい歴史數科il_H をつくる会の会長をつとめ九が,小学校の歴
史教科古を,学習指遵妾領会やつくる会から航れてΠ山に口語体でU人史
の槻略を冉いたもの。
1扇者
1.『西洋美術への打々1』東北大学出版会 2002午(平成14年)(1監修・判゛')
2.『国際シンポジウム日伊文化交流の500年縦告・i11』 2003年何Z成15年)
マ大学Ⅱ_1版部
訳書(共訳を含む)
1. F.G.パリゼ『、占典三を裳美術』岩崎美術社 1972年
2. E.オルランディ細『ダンテ』 UⅡ中俊子との共訳)評論社 1976年
3. E.オルランディ編『ディヅケンズ』(田中俊子との共訳);怜倫社 1976年
4. E.オルランディ綿『ジ,ツト』(田,十,俊子とのjt訳)評論11' 1980年
ローー
?
ー???
85
E . オ ル ラ ン デ ィ 編 『 デ ュ ー ラ ー 』 評 諭 社  1 9 8 0 午
C h . ト ル ナ イ 『 ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ 膨 刻 家 ・ 画 家 ・ 建 築 男 U  岩 波 . 井 店  1 9 7 8 年
『 ル ネ サ ン ス 画 人 伝 』 ( レ オ ナ ル ド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ , ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ 担 当 , 森 雜
彦 と の 共 訳 ) 白 水 社  1 9 8 2 年
E . ウ ィ ン ト 『 ル ネ サ ン ス の 異 教 秘 儀 』 ( 藤 田 博 , 加 際 雅 之 と の 共 訳 ) 品 文 朴
1 9 8 6 年
6
7
8
9
ク リ バ ン ス キ ー , パ ノ フ ス キ ー , ザ ク ス ル 『 十 星 と メ ラ ン コ リ ー 』 ( 榎 木 武 文 ,
尾 崎 彰 宏 , 加 藤 雅 之 と の 共 訳 ) 品 文 社  1 9 9 1 年
A
研 究 論 文
1 . 「 ジ , ル ジ ュ . ド ゥ . ラ . ト ゥ ー ル の 画 風 変 遥 の 一 老 察 一 知 Ⅸ 僻 苗 万 ' の 検 矛 1 に よ
る ー 」 『 美 術 史 』  6 4  1 9 6 7 年 3  打  1 2 9 - 1 4 3 頁 ( 付 仏 語 レ ジ ュ メ )
2 . "  G e o r g e s  d e  L a  T o u r  d a n s  s e s  r a p p o T t s  a v e c  L e  c l e t c ,  c a Ⅱ o t  e t  R e m b r a n d t " ,
ι 7 1 τ f ' 0 ア 規 α h ' 0 π  d ? 1 i S 加 力 で  d ι / × 1 t , 1 9 7 0  m a r s - a v r i l ,  P P . 5 5 - 6 0
邦 訳 「 ラ . ト ゥ ー ル と ル . ク レ ー ル , カ ロ ー , レ ン フ ラ ン ト と の 関 係 」 『 国
立 西 洋 美 術 館 年 報 』 4  1 9 7 0 年 4 7 - 5 7 頁
3 . " u n e  A n a ] y s e  d e s  o e u v r e s  d e  G e o r g e s  d e  L a  T o u r " ,  A c t ι S  d ι S  C 0 π g J ゼ S  1 π i e 上
π α h ' 0 π α I H i s t o i 光  d ι  I H ガ , 1 9 6 9  ( p u b l i 6  e n  1 9 7 1 ) ,  P P . 2 7 0 - 2 7 5
4 . 「 レ オ ナ ル ド . ダ . ヴ ィ ソ チ 『 三 壬 礼 拝 図 』 の ・ ・ 一 芳 察 , そ の 二 重 人 1 刎 染 に つ い
て 」 『 美 術 史 』  8 0  1 9 7 1 年 3 月 1 3 7 - 1 6 0 頁  q 寸 仏 誥 レ ジ ュ メ )
5 . " T h e  D o u b l e  p e T s o n s  i n  t h e  A d o r a t i o n  o f  t h e  M a g i  o f  L e o n a r d o  d a  v i n c i " ,
A π π 1 ι 4 1 , i o  x , 1 S t i t u t o  G i a p p o n e s e  d i  c u l t u r a  a  R o m a , 1 9 7 2 - 7 3 ,  P P . 8 1 - 1 0 8 , 4 8
f i g u r e s
6 . 「 北 斎 , 広 重 と ヴ プ ン ・ ゴ ヅ ホ 」 『 国 立 西 洋 美 術 館 午 帳 』  5  1 9 7 1 年 1 4 - 2 4 貞
( 付 仏 語 レ ジ ュ メ )
フ . 「 モ ネ と 日 木 浮 世 絵 」 『 1 司 立 西 洋 美 術 館 年 報 』  6  1 9 7 2 年 3 3 - " 頁
8 . 「 く 裸 > と く 着 衣 > の あ い だ [ ゴ ヤ 論 ] 」 『 美 術 手 帖 』  3 5 3  1 9 7 2 年 3 打  2 0 4 -
2 1 9 ↓ 1
9 . 「 パ リ の ラ . ト ゥ ー ル 展 」 『 み づ ゑ 』 別 3  1 9 7 2 年 1 1 月 8 0 - 8 4 頁
1 0 . "  u n a  n u o v a  a n a l i s i s U Ⅱ a  s a n t ' A n n a  e  s u l  s a n  G i o v a n n i  d i  L e o n a r d o  d a  v i n d ,
d a l  p u n t o  d i v i s t a  d e i ' d o p p i  p e 埒 o n a g 即 ' " ,  A π π 1 ι α 1 1 ' O  × 1 , 1 9 7 3 - 7 4 ,  P P . 5 3 - 6 4 , 2 1
f i g
H 「ブンジェリコの時冏・ーキリスト教芸術論序説」『ユリイカ』 1973年9月212
219f〔
「フランス.ルネッサンス美術,ディアーヌの森」『学燈』 1973年12打 48-51
fi
「ゴシックとルネッサンス」同誌 1974年1月 U-47頁
「"j伎高の画家"との出会い」同誌 1974年2珂蝿一51頁
「"この上なきキリスト者たる"フランス王」同誌 1974年3月"-47貞
「幻のロモランタン宮'」同誌 1974年4打 U-47頁
「"ゴシック"と"ルネヅサンス"」同誌 1974年5ナ1 38-41頁
「フランス宮廷への誘い」同誌 1974年6月48-51頁
「新しき肖像西U 同誌 1974年7円 47-50頁
「アンドロギュノスの王の姿」同砧 1974年8月47-50頁
「ふたごのヴィーナス」同誌 1974年9月44-47頁
「裸のモナ.りザたち」同誌 1974年10月45-48頁
" une observation sur les tableaux doubles de Georges de La Tour", Actes de
Con即'6S lnternational d'Histoh'e de l'Art de Grenade,1974, PP.72-84
「フラゴナール『錠前』について」『美術史』即 1975年9 阿 22-24頁
「ミケランジェロ作システィナ礼拝堂犬井画の四裸体擬人像群,四要素の表現
として」『spazio』 12 197彫半 52-68頁,47図。
、冉録『ミケランジェロ佃究一生誕五百年記念ミケランジェロ学会机告』
平凡社 1978年93-138頁
"A New Analysis of lgnudiin the sistine chapel ceⅡing by Michelangelo, AS
Symbols of fourfold e]ements", Sつα2i0 12,1976, PP.53-68,47 fig
"とeonardo's lsabe11a d'Este, A New Analysis of Mona Lisa in the Louvre ,
Aππ郡αガ0, xn,1976-フフ, PP23-35,7 fig
「ジャポニスムーマネとセザンヌ」『別冊太陽』冬号 1977年165-171頁
「浴槽のふ九りのヴィーナスー『ガブリエル・デストレとその姉妹』の人文主
義的解釈」『美学』 27(4) 1977年・3月訟一63頁,12図
「御伽草子の絵と文章・一目本のルネヅサンスへの疑義」『國文學解釈と教材
の研究』22a6) 1977年12河 68-73頁
12
29
13
U
30
17
18
19
20
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22
23
9
24
25
26
27
28
??
1 0
3 1
「 幻 の 壁 1 血 の 冉 村 劫 女 , レ オ ナ ル ド の 『 ア ン ギ ア リ の 戦 い 』 と ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ の
『 カ ッ シ ー ナ の 戦 い 』 』 『 s p a z i o 』  1 7  1 9 7 7 年 1 8 - 4 0 頁 , 3 2 図
英 ] 辺 レ ジ ュ メ " T I ] e  B a t t l e  o f  A n g h i a r i  b y  L e o n a r d o  a n d  T h e  B a 杜 l e  o f
C a s d n a  b y  M i c h e l a n g e l o " ,  s p a z i o , 1 9 7 フ ,  P P . 4 0 - 4 2
" L e s  D e u x  V 6 n u s  a u  B a i n ,  u n e  n o u v e 1 1 e  a n a l y s e  d e  l a  ' G a b r i e Ⅱ e  d ' E s t r 6 e s  e t
U n e  d e  s e s  s o e u r s '  d u  L o u v r e " ,  A r i  H i s m 1 3 , ( T 0 1 ] o k u  u n i v e r s i t y )  1 , 1 9 7 8 ,  P P
2 1 - 3 1
「 チ ヴ ブ ー テ , サ ン ・ ビ エ ト ロ ・ ブ ル ・ モ ン テ 教 会 堂 の 畦 画 一 身 仙 列 き 画 断 片 新
発 見 に よ る 再 検 討 」 『 美 術 史 学 』  1  1 9 7 8 年 3 3 - 5 6 貞
冉 録 『 欧 州 中 世 美 術 史 W 口 新 ホ W ι 1 在 縦 告 』 叫 i 海 大 学 調 査 団 編 ) 東 而 大 学
1 9 7 8 年 3 3 - 5 6 貝
( 伊 文 レ ジ ュ メ ) " u n a  n u o v a  a n a l i s i  d e l  s a n  p i e u ' o  a l  M o n t e  d i  c i v a l e -
t i g u a r d a n t e  l a  s c o p a ' t a  d e l f r a m m e n t o  n u o v o  n e Ⅱ a  n a v a t a " ,  A 1 1  N i s m l : y
( T o h o k u  u n i v e r s i t y )  1 , 1 9 7 8 ,  P P . 4 9 - 5 0
「 ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ 『 妓 後 の 審 判 』 と は 何 か ー カ ヴ ブ リ エ ー リ へ の デ ッ サ ン と の
関 係 」 『 s p a z i o 』  2 2  1 9 7 9 く r  7 8 - 9 9 貞
" 1 1  G i u d i z i o  u n i v a ' s a l e  d i  M i c h l a n g e l o  e  i  d i s e g n i  p e r  c a v a l i e r i " ,  A π " 群 α l i o ,
I s t i t u t o  G i a p p o n e s e  d i  c u l t Ⅲ ・ a ,  X V 1 1 , 1 9 8 0 - 1 9 8 1 ,  P P . 2 1 - 5 0
「 ラ ・ ト ゥ ー ル 派 の 問 題 一 秒 H 乍 品 『 火 鉢 を 吹 く 少 女 』 に つ い て 」 『 戈 術 史 学 』
2  1 9 7 9 " 二  1 6 5 - 1 7 2 貞
仏 訳 " p r o b 1 6 m e  d e  γ 6 C o l e  d e  G e o r g e s  d e  L a  T o u r  -  A  皿 ' o p o s  d ' u n e
n o u v e Ⅱ e  F i Ⅱ e 札 e  a u  b l ' a i s i e r  - " ,  A l i H i s t 0 1 丁 ( T o h o k u  u n i v e r s i t y ) , 2 , 1 9 7 9 ,
P P . 1 8 2 - 1 8 8 , 2 1  f i g
" F o u r  s l a v e s  o (  d 〕 e  T o m b  o f  J U Ⅱ U s  n  b y  M i c h e l a n g e l o " ,  A r t  H i s i 0 1 ) く T o h o ] く U
U n i v a ' S 北 y )  3 , 1 9 8 0 ,  P P . 1 7 - 2 3 , 2 0  f i g
「 < ル ネ ッ サ ン ス > 瑚 の 「 判 U  と 「 愛 」 , フ ィ チ ー ノ と レ オ ナ ル ド 」 『 神 観 念 の
比 峻 文 化 論 的 研 究 』 叫 剥 ヒ 大 学 文 学 剖 朔 本 文 化 研 究 所 1 励 誥 談 社  1 9 8 1 年
Ⅱ 5 5 - H 9 1 頁
" D u r a ' s  p o r h ' a t ] く U n s t  i m  J a h r e  1 5 2 6  U n d  d i e  ' v i e r  A p o s t e l ' ,  E i n e  n e u e  i n t e r ・
P Y e t a t i o n  b a s i a ' e n d  a u f  d e n 〕  A u s d r u c k  d e s  ' v i e r  T e m p e r a m e n t e ' " ,  D a s  u i b l ・
S i ι 1 ' , 3 , 1 9 8 1 ,  P P . 2 1 7 - 2 6
「 デ ュ ー ラ ー 作 1 5 2 6 午 の 肖 像 画 と 『 四 使 徒 』 像 一 「 四 気 質 」 表 現 に つ い て 」 『 美
術 史 学 』  4  1 9 8 2 年 明 一 1 1 2 頁 , 2 0 [ 叉 1
「 1 上 戸 の 遠 近 法 一 i 乎 世 絵 の 西 洋 へ の 影 糾 」 『 季 于 1 1 江 戸 っ 子 』  2 9  1 9 8 1 年 冬 屶
1 8 - 2 4 貞
3 2
3 3
3 4
イ r
3 6
3 7
3 8
3 9
4 0
U
42 「仙台で発見されたロマネルリの『巫女』区U 『美術史学』 4 1982年119-
124頁
伊文"La 'sibiⅡa' di RomaneⅡi scoperta a sendai", Aπ Hist0ナy (Tohoku
Unive玲北y) 4,1982, PP.126-130
「ジ,ヅトと中国絵画ーバルディ礼拝堂壁画の研究」『ルネヅサンス美術とそ
の世界像一日伊学術シンポジウム帳告;11』1982年東京新聞社 2船一317頁
伊司、ぐ"Giotto e la pittura cinese, un esame degli affreschi de11a capeⅡa
Bardi", L'Arte del Rinascimen加 e la sua universarita, AitidιIsi"1つOsio dl
Si1ιdi11α10-Giαつっ0πιSι,1-3 novembre 1980, Tokyo,1982, PP.265-292
「ミケランジェロ作パオリーナ礼拝堂壁画の老察一そのカヴブリエリとコロン
ナへのデッサンとの関連」『耳剥ヒ大学文学部研究年報』31 1981年143-190
貞(付英文レジュメ)
「デューラーの四気質表現一肖像画,聖母子及びヤーバヅハ祭壇画」同誌 33
1983年71-110頁,50図
「ルーベンス派の『メレアグロスとアタラソテ』とセザンヌの太公刊デッサン
一秋田市・平野政吉美術館調査報告」『美術史学』 5 1983年5-16頁
英訳"Meleagros and Atlante ofthe scho010f Rubens and an unpublished
drawing of p. C6Zanne, A study of the works in Hirano-Masakichi
Museum at Akita", AアiNist0烈(Tohoku university),5,1983, PP.1-4
「フェルメール.真珠の画家一その東洋からの影糾」『ユリイカ』 16(3)
1984年3 j1 124-134頁
「ジョットへのモンゴル,中国の影導一・『聖フランチェスコ伝』とスクロヴェー
二礼拝堂壁画の考察」『美術史学』 6 1984年172-151頁,38図
英訳"Giotto and the inauences ofthe Mongo]s and the chinese on his art
- A new ana]ysis of the Legend of st. Francis and the fresco paintings of
the scrovegni chapel-", Aπ Hisiory (Tohoku university) 6,1984, PP
174-188
「ペゴロヅティの『商業指南』一訳と注釈」(訳は田中俊子と共訳)『イタリア
学会誌』 33 1984年148-170頁(付伊文レジュメ)
n4世紀シエナ派絵画とモンゴル・中国の影饗ーシモーネ・マルティーニと
A.ロレンッエッティの主要作品分析」『美術史学』 7 1985年 N8-170頁,
四図
英訳"Fourteenth century sienese painting and Mong0Ⅱan and chinese
Inauences - The analysis of siTnone Martini's and Ambrogio Lorenzetti'S
major works -", AI,t Hist0烈(Toh01繊 University)フ,1985, PP.172-190,
147-136
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「 ワ ッ ト ー と シ ノ ワ ズ リ ー , 『 シ テ ー ル 島 へ の 巡 礼 』 に つ い て 」 『 日 本 文 化 研 究
所 縦 告 』 2 1  来 北 人 学 U 本 、 文 化 研 兜 施 設  1 9 8 5 午  4 5 - 6 8 頁 ( 付 仏 文 レ ジ ュ メ )
「 く メ ラ ン コ リ ー > の 現 代 的 ナ 1 没 デ ュ ー ラ ー の 二 ・ 部 作 に 寄 せ て 」 『 西 洋 芸 術
に お け る 「 メ ラ ン コ リ ー 」 槻 念 の 史 的 吉 察 』 印 Π 和 5 9 ・ 6 0 年 座 科 学 研 究 費 初 扣 力
金 [ ・ ・ ・ 般 何 究 B ] 研 究 成 牙 ι ゛ R 告 , 1 D  ] 9 8 6 イ f  l - 1 6 颪
「 ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ 作 シ ス テ ィ ナ 礼 打 沈 : t 天 井 ・ U 文 画 の 図 像 プ ロ グ ラ ム 『 苗 金 伝
説 』 庁 章 と エ ジ デ ィ オ の ' 轟 話 の ! 丘 要 杜 ヴ ブ テ ィ カ ン ・ シ ス テ ィ ナ 礼 打 牲 ; w a 沓
縦 告 第 H 可 」 『 美 術 史 ツ 山  8  1 9 8 6 q 二  6 6 - 8 2 頁 , 2 0 図
英 文 レ ジ ュ メ " T h e  p r o g r a m  o f  t h e  c e i l i n g  p a i n t i n g s  o f  M i c h e l a n g e l o  i n
t l ] e  s i s t i n e  c l 〕 a p e l .  o n  t ] ] e  L i b e Ⅱ U s  o f  E σ i d i o  d a  v i t a ' b o  a n d  山 e  l n ・
h ' o d u c t i o n  o f  t h e  G o l d e n  L e g e n d " ,  A ? ' i H i s l 0 1 丁 ( T o h o k u  u n i v a ' s i t y )  8 ,
1 9 8 6 ,  P P . 6 3 - 6 5
「 ウ ィ ン ト の 芸 術 論 」 エ ド ガ ー ・ ウ ィ ン ト 『 ル ネ サ ン ス の 異 教 秘 俄 』 σ 藤 則 陣 ,
加 1 喉 雅 之 と の 共 航 ) 品 文 社  1 9 8 6 午  4 0 6 - 4 2 5 頁
「 ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ の 建 築 」 『 K A W A S H I M A 』  2 2  1 9 8 7 午  3 j 」 フ - 8 R
「 初 期 イ タ リ ア 美 術 史 の 再 検 討 ・ ー ジ " ツ ト 以 俳 勇 『 東 北 大 学 文 学 剖 仟 肝 究 仟 村 U
3 6  1 9 8 6 年  a 9 8 7 年 発 l j )  2 7 - 6 8 頁 , 4 2 1 叉 1  ( イ 、 1 ' 英 文 レ ジ ュ メ )
「 ポ ヅ テ ィ チ ェ ル リ 『 冉 斎 の 聖 ブ ウ グ ス テ ィ ヌ ス 』 ー ブ ウ グ ス テ ィ ヌ ス < 佐 白 >
の 1 叉 U  『 季 刊 み づ ゑ 』  9 4 2  1 9 8 7 作 3  打  2 4 - 2 9 貞
「 ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ 作 『 ノ ア の 物 が 判 ー ヴ プ チ カ ン , シ ス テ ィ ナ 礼 拝 堂 天 門 田 血 冊 1 ・
夛 " 査 縦 告 第 2 1 旦 U  『 美 術 史 学 』  9  1 9 8 7 年 5 - 7 2 1 i , 7 5 図
英 文 レ ジ ュ メ " T h e  t l 〕 r e e  s c e n e s  o f  N o a l 】  i n  t h e  s i s t i n e  c h a p e l  p a i n t i n g s
b y  M i c h e l a n g e l o  ( s u m m a r y ) " ,  A I ' t  H i s m ア y  ( T O 】 ] o k u  u n i v e 鵄 i t y )  9 , 1 9 8 7 ,
P P . 1 9 6 - 1 9 8
「 1 3 , 4  世 紀 イ タ リ ア 絵 画 の , ・ 1 ・ , の 東 洋 夕 文 ブ 卞 ー ジ ョ ッ ト を 中 心 に 」 『 イ タ リ ア " 二 会
誌 』  3 7  1 9 8 7 年 1 0 月 1 0 2 - 1 4 3 貝 , 4 4 図  q 寸 伊 文 レ ジ ュ メ )
「 ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ 作 , 預 言 者 , 巫 女 像 ・ シ ス テ ィ ナ 礼 打 1 堂 犬 井 ・ 壁 岫 1 ・ 嗣 査 縦
Z 1 二
第 3 1 回 」 『 美 術 史 ツ 暫  1 0  1 9 8 8 年 1 1 7 - 1 2 0 貞 , 5 4 図
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A r t  H i s i ω 了 ( T o h o k u  u n i v e r s i t y )  1 0 , 1 9 8 8 ,  P P . 5 7 ー フ 4
「 ジ ョ ヅ ト 絵 曲 i に お け る 東 汗 文 字 表 現 」 『 Π 本 文 化 研 究 所 研 究 縦 ? 司  2 4  1 9 8 8 年
3  j 1  1 0 1 一 Ⅱ 8 頁 ( 付 英 文 レ ジ ュ メ )
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腿 「ローマ,ポルゲーゼ宮『支介'常長』像の作老について」『仙台"汁専物鮮打捌査研
究゛艮告』 8 1988年1-20頁,31図
イιi沢"Le portrait de HaselくUra pa丁 Claude Deruet",お1ι11etiπ dι 1α S0α'ゼiど
F汝πι0ーノαつ0παiSι d'Art et d'ArC116010gie, NO.8,1988, PP.13-24,20 fig
「世界の小の日人芙術庁論Π本美術の「普遡」性のために」『季剖MOA
美術』 27 1988年熨 46-51貝
「世界の小のH本美術第1章原始美術の評価」同誌 28 19朋年耿 U-
51頁,9 図
門比界の小のΠ本美術第2_市「アルカイスム」の岫イ弌・・j俺鳥11寺代の美袮1」
1司誌 29 1989年冬 56-63頁
門比界の小のH木美術第3市「クラシシスム」初j切の美術・一白1脚峅代の彫
刻.絵i画」同誌 30 1989イ1三孑卜 52-59頁
「レオナルト・タ・ウィンチ『スフォルッブ騎馬像』の再建」『東北人学文ツ哨心
研究41÷縦』 38 1988イf・ 1-30貞,40[刈(付央文レジュメ)
「ミケランジェロ作『民族の英雄逹』と『キリストの祖先途』峨Ⅱ川D シス
ティナ礼1十堂大井壁画開査縦告,第41祠」『美術史学』 H 198山下 15-37頁,
25鬨
英文レジュメ" spandrels and Lunettes of siSⅡne chapelby Michelangelo
(the fiTst period 1508-1509), AftNiS加沙(Tohoku univa、sity),11,1989,
PP.38-39
「世界の中の円本美術錦'4市「クラシシスム」小刈の美術天・平時代の1杉剣
1」『季刊 MOA美術』 31 1989イF安 54-61頁
「ローマの支介'常長N口ーマの女介'常長と南蛮文化:臼1炊の交流・16~17世紀』
仙台ili博物館 1989年100-107貞
「世界の,・1.のH本美術第5、駈「クラシシスム」芙術天平11寺代の膨刎 2」『季
刊MOA11袮j』 32 19即イf1六 50-57頁
"oriental scripts in the pajntjl]gs of Gi0杜0's period", Gazeだι dιS 召ια11N-Alis,
Mai-June 1989, PP.214-226,15 fig
"Le portrait du samourai HaselくUra Tsunenaga par c]aude Deruet",ιι Pays
ιolroiπ, N03,1989, PP.161-164,7 fig
「世界の,・トのΠ本美術第6章「クラシシスム」共術一天平時代の彫刻BJ『季
ⅢMOA美袮1』 33 1990イ手冬 50-57頁
「世界の中の「1木美術第7阜「クラシシスム」美術・天平時代の彫亥IHJ
同,辻、 34 1990年春 50-57頁
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「 ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ 作 『 ア ダ ム と エ ヴ プ 』  3 場 而 と 第 2 朔 の 謠 図 像 に つ い て ・ ー シ
ス テ ィ ナ 礼 拝 堂 天 井 ・ 壁 画 調 査 報 告 , 第 5  回 」 『 美 術 史 学 』  1 2  1 9 9 0 年 1 5 2 -
1 7 8 頁
英 文 レ ジ ュ メ "  M i c l 〕 e l a n g e l o ' s  s e c o n d  p e r i o d  p a i n t i n g s  i n  t h e  s i s t i n e
C h a p e l " ,  A l t  a i s t 0 烈 ( T o h o k u  u n i v e r S 北 y ) , 1 2 , 1 9 9 0 ,  P P . 6 0 - 7 4
「 カ ル ト ー ネ . プ ン テ ジ ャ ー ト と デ ィ ゼ ー ニ ョ ( 素 擶 ) の 硫 立 一 1 6 世 紀 イ タ リ
ア 絵 画 史 ・ 炭 開 の 一 側 面 」 『 美 学 』  4 1 ( 3 )  1 9 9 0 年 1 2 打  1 一 Ⅱ 頁
"  L a  m i s s i o n e  d i  H a s e k u r a  a  R o m a  e  l a  c u l t u r a  d i  D a t e  M a s a l n u n e " ,  D a  s e n d a i
a  R o n l a  u n ' A m b a s c e r i a  G i a p p o n e s e  a  p a 0 1 0  V ,  M u s e o  N a z i o n a l e  d i  c a s t e l
S a n t ' A n g e l o , 2 0 t t o b r e - 2 5  N o v e m b r e  1 9 9 0 ,  P P . 8 3 - 8 8
「 世 界 の ヰ ・ , の H 本 美 術 第 8  章 「 マ ニ エ リ ス ム 」 美 術 一 平 安 塒 代  1 」 『 季 刊
M O A 美 術 』  3 5  1 9 9 0 年 夏
「 世 界 の , ・ タ の U 本 美 術 第 9 章 「 マ ニ エ リ ス ム 」 美 術 一 平 安 時 代 2 」 同 誌
3 6  1 9 9 0 午 秋
"  A  N e w  o b s e r v a t i o n  o n  s i s t i n e  c h a p e ]  c e i l i n g  p a i n t i n g s  b y  M i c h e l a n g e l o  A f ・
t e r  t h e  r e s t o r a t i o n " ,  A 1 1 π 1 ι α π ' 0 ,  X X I V , 1 9 9 0 - 1 9 9 1 ,  P P . 3 1 - 3 8
矧 せ 界 の 中 の Π 本 美 術 第 1 0 章 バ ロ ッ ク 彫 刻  1  一 運 慶 , 快 慶 』 『 季 刊 M O A
美 術 』 3 7  1 9 9 1 年 冬  5 2 - 5 9 頁
「 世 界 の 巾 の 日 本 美 術 第 1 1 章 バ ロ ヅ ク 彫 刻 2  一 定 慶 , 湛 慶 」 同 誌  3 8
1 9 9 1 年 春  5 2 - 5 9 頁
「 ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ 作 『 天 地 創 造 』  3 場 面 と 第 3 期 の 諸 場 而 一  1  ー シ ス テ ィ ナ 礼
拝 堂 天 井 画 開 杏 報 告 ・ 第 6  回 」 『 美 術 史 学 』  1 3  1 9 9 1 年 1 4 5 - 1 6 4 頁
「 世 界 の 中 の 日 本 美 術 第 1 2 章 バ ロ ヅ ク 彫 刻 ・ 絵 画 」 『 季 刊 M O A 美 術 』 3 9
1 9 9 1 年 夏  5 2 - 5 9 頁
「 " メ ラ ン コ リ ー " の 思 想 一 芸 術 の 根 底 に あ る も の 」 q 沢 者 解 説 ) ク リ バ ン ス キ ー ,
パ ノ フ ス キ ー , ザ ク ス ル 『 士 星 と メ ラ ン コ リ ー 白 然 哲 学 , 宗 教 , 芸 術 の 歴 史
お け る 研 究 』 田 中 英 道 監 訳 , 榎 木 武 文 , 尾 崎 彰 宏 , 力 山 係 雅 之 共 訳 晶 文 社
1 9 9 1 4 Ξ  5 7 2 - 6 0 2 頁
「 1 比 界 の 中 の 日 本 亨 新 村 第 1 3 章 バ ロ ッ ク 絵 画 一 1 3 ・  4  世 紀 の 絵 巻 物 」 『 季 阿
M O A 美 術 』 如  1 9 9 1 年 秋  5 2 - 5 9 頁
「 ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ 作 , 預 言 者 ・ 駆 女 像 及 び 第 3 期 の 諸 場 面 一  2  ー シ ス テ ィ ナ 礼
拝 堂 天 j 打 血 調 査 蛾 告 ・ 第 7  回 ) 」 『 美 術 史 学 』  1 4  1 9 9 2 午  1 4 4 - 1 7 6 頁
「 大 仏 師 , 匡 1 ' ・ 1 , 連 公 麻 呂 の 作 品 の 様 式 的 認 定 」 『 東 北 大 学 文 学 部 研 究 年 帳 』 4 1
1 9 9 1 年 1 - 3 4 頁
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引 「芸術学の可能竹フォルモロジーについて」『芸術学の軌跡会術学フォー
ラム U 勁草'1"が1992午 142-158貞
"Leonardo, architect of chambord?" alh'h1ιS ιt hist01'iae, nr.25,1992, PP.85-
102
「フレスコ画法の雁史についてーシスティナ礼1,堂犬井・壁画調査・余録」『学
術刀"U 日本学術振興会 45(田 1992午6打 5朝一553貞
「世界の中の日本美術第N章「バロヅク」美術の終爲一十'_ニ,四1!蜂亡の仏教
絵両」『季刊MOA美術』41 19兜年冬 78-85頁
「世界の中の日木美術第15章「ロマンチシズム」の美術一室町時代の山水
山U 1盲Ⅱ志 42 19兜年イ¥68-75貞
「世界の中の日本美術第16市「ロマンチシズム」から「アカデミスム」ヘ
・宇町・桃11_Ⅲ占代の障屏画」同誌 43 19兜年夏 68-75貞
「世界の小の日本美術第17章「ジャポニスム」の形成一1 宗達・光琳派」
阿上誥" 1992年秋 68-75貞
「ミケランジェロのシスティナ礼拝堂壁画価究」『東北大学学市脚 1992年3打
15Π号 2-3貞
「日人美術史における「様式」展1升幻『美学』 44(3) 1993年12j] 34-45頁
「世界の,・1・,の日本ヲ討村第18章「シャポニスム」の形成一Π文人画,大雅,
蕪村」『季刊MOA美術』45 1993年冬 64-71頁
「世界の小のH本美鮮H9章「ジャポニスム」の形成一Ⅲ文人画,玉堂,木
米,竹山』同元志 46 1994午イドフ0-フ7頁
「世界の→・・のH本美術第20章「ジャポニスム」の展開一 1 第2の文人派と
洋風1山j派」同誌 47 1994年夏 72-79頁
「1せ界の小の門本美術第21市「ジャポニスム」の展開一Ⅱ浮世絵の世界J
同誌 48 1994年秋 76-83頁
「ローマという"芸袮1"都「H」『地巾海文化の旅 3』地中袖1聖一会編河1_1_111Dj
羽件士 1993年98-102頁
"concezioni scientifiche adombrate dagli affreschi di Michelangelo neⅡa cap・
PeⅡa sisitina", Da AI'iS加ie1ια11α Ciπα. sei saggi di sl0ア1'a dι11'α1'iι"πiυιIS41ι,
Bagatto Libri,1994, PP.94・・111
"La teslimonianza estremoTientale ne11a pittura italiana neⅡ'epoca di Giotto",
PP.129-132 ;"La seta in Giappone", P.8, in La seta e la sua vita, ideazione e
Cura Marja Telesa Lucidi,23 gennaio-10 aprile, Roma, palazzo de11e ES・
Posizioni,1994
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「 日 木 に お け る 新 出 ・ イ タ リ ア 美 列 洲 乍 品 の 研 究 」 ( N e w  d i s c o v e r e d  l t a l i a n
P a i n t i n g s i n  a J a p a n e s e  c 0 Ⅱ e c t i o n ) 『 美 術 史 学 』  1 5  1 9 9 3 年 鮖 一 1 0 4 貞
「 終 末 の イ メ ー ジ 」 『 「 終 わ り 」 か ら の メ ッ セ ー ジ 世 紀 末 を 迎 え て 』 東 北 人
学 教 育 学 剖 弼 1 ' 属 大 学 教 下 Π 捌 放 セ ン タ ー  1 9 9 4 年 3 4 - 4 1 頁
「 ダ ン テ と ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ ・ 「 速 く か ら の 愛  A m o r i d e l o n h 」 j 『 A n g e U  エ ン
ゼ ル 財 団  1 9 9 3 年 耿  2 0 - 2 6 頁
P Υ 也 人 の 死 " と " 自 己 の 死 " 一 西 洋 美 術 の 生 と 死 」 『 人 間 そ の 生 と 死 』 岩 田 婿
夫 , 塚 本 弊 祥 綿 著 平 楽 寺 冉 店  1 9 9 3 年 四 一 7 2 頁
" T h e  D i s c o v e r y  o f  a  G r e a l  s c u l p t o r : 1 く i m l m a r o  o f t h e  N a r a  p e r i o d  ( 7 1 0 - 7 9 3 ) " ,
α 1 ' h ' b 1 ι S  ι i  h i s t 0 1 7 ' α ι  n r . 3 3 , 1 9 9 6 ,  P P . 1 8 7 - 2 2 0
" 1 ' h e  p r o c e s s  o f  t h e  N a g o y a  c i t y  s f o r z a  R e c o n s t r u c t i o n " , 1 n  L e o n a r d o  d a
V i π C i ' s  y 0 1 2 α  U 0 π 1 ι ? π ι π I  H 0 1 ' S ι :  t h e  a r l  a n d  t h e  e n g i n e e r i n g ,  e d .  D . C .  A h l ,
B e t h l e h e m  a n d  L o n d o n , 1 9 9 5 ,  P P . 1 2 9 - 1 3 5
「 レ オ ナ ル ド 研 究  1  モ ナ ・ り ザ = イ ザ ベ ラ ・ デ ス テ 説 再 若 」 『 美 術 史 学 』 1 7
1 9 9 5 年 1 2 5 - 1 4 3 頁
" R e c o n s i d e r a t i o n  o f  t h e  M o n a  L i s a  a s  l s a b e 1 1 a  d ' E s t e  b y  L e o n a r d o  d a  v i n c i " ,
A ? ' i H i s t 0 か ( T o h o k u  u n i v e r s i t y )  1 7 , 1 9 9 5 ,  P P . 1 4 6 - 1 6 6
n μ 慶 ・ 全 作 品 の 研 究 」 『 東 北 大 学 文 学 部 年 最 』 4 6  1 9 9 6 年 1 - 4 2 頁
" T 1 1 e  T e c h n i q u e s  a n d  t l ] e  M e a n i n g s  o f  s i s t i n e  c h a p e l  p a i n t i n g s  b y  M i c h e l a n ・
g e l o " ,  i n  s c l ' i 1 ガ ι  1 " 1 " ? α π i " 1 '  i π  0 π 0 1 ι  d i  c 0 1 1 α d o  u a h ι S ι ,  R o m a , 1 9 9 7 ,  P P . 1 5 9 -
1 6 3
「 1 5 世 紀 イ タ リ ア 絵 画 の ア ラ ビ ス ム 」 『 美 術 史 学 』  1 9  1 9 9 7 年 9 4 - H 4 頁
" A r a b i s m  i n  1 5 t h  c e n t u r y  l t a l i a n  p a i n t i n g s " ,  A r i H i S 加 町 ν ( T o h o k u  u n i v e r s i t y )
1 9 , 1 9 9 7 ,  P P . 1 3 3 - 1 5 4
「 四 汗 美 学 と 『 気 剖 γ 仁 動 』 」 『 美 術 史 学 』 1 9  1 9 9 7 年 1 一 Ⅱ 頁
"  A e s t h e t i c s  o f  c h ' i  y u n  s h e n g  t u n g :  A  c o m p a r a t i v e  s t u d y  w i t h  w e s t e r n
T h e o r i e s  o f  A r t " ,  F ? ' 0 π ガ ι I s  o j  r 1 α π S α ι l h b ' a h ' ひ ,  i π  C 0 1 π つ t e π つ 0 ア α 1 丁  A e S が 1 ι ガ ι S ,
T a u b e n ,  T h r i n  l t a l y , 2 0 0 1
" A  c o m p a r i s o n  o f  Q u i  y u n  s h e n  d o n g  A e s t h e t i c s  w j t h  w e s t e r n  A r t
T h o r i e s " ,  R y t a i  v a k a l ' a i ;  K 磁 、 u t u r y  s a v e i k a , 1 ^ O g o s  v i l n i u s , 2 0 0 2 ,  P P . 4 2 -
5 2  G n  L 北 h o a n i a n )
「 レ オ ナ ル ド . ダ ・ ヴ ィ ン チ と 小 国 の 影 刈 ・ ・ 『 モ ナ ・ り ザ 』 の 風 景 と ル 1 水 画 に
つ い て ー 」 『 美 術 史 学 』  2 0  1 9 9 8 年 1 8 1 - 1 9 6 頁
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122 "1naue1地a deⅡ'arte cinese ne11e opere di Leonardo da vinci.11 Paesaggio de]1a
'Mona Lisa' e i] sansuiga cinese", AliNisioly (Tohoku university) 20,1998,
PP.198-214
「写楽はやはり北斎である・・・武者絵と春朗(北斎)の役者絵について」『東北
大学文学剖gF判如 48 1998年103-136頁
" S]1ara]くU is Hokusai - on X入larrior prinls and shum'0'S 征10kusai'S) Actor
Ptints",α1'h'h1ιS ιt 11isto/フ'4ι, nr .39,1999, PP.157-190
「セザンヌとジャポニスム」『美術史学』 21 2000午 116-134貞
"cezannc and Japonisme", artibus et l〕istoriae, nr.44,2001, PP.201-220
" L'1nauenza cinese e Mongola neⅡa pittura senese delxlv sec010", sindrome
d'orie11te, a cura di M. civai e J. vlietS廿a, catalogo Gliori,31 Marzo-25
Maggio,2001, PP.20-32
Π川洋の風景画の発a、は東祥から」『東北大学文学佃窕科・研究年縦』51 2001年
1-27頁
「光測U又{よ人冊1家だった・,・1H司のi山1}遉ではなく日本を揣いたところに大画家・
光源氏の真価がある」『目本文化』(拓舶大学口本文化研究所) 4 2001年4打
94-104頁
「激石,陽外,大心とイタリア美術」『日本文化』(拓殖大学日人文化研究所)
6 20014rloj} 69-フ7頁
「レオナルド派測妾吻する幼児キリストとヨハネ』仙究」『美術史学W 22 2001
4下 169-186↓三〔
" The westen] Dragons and chinese 11〕fluences", in uyihS απd Ri力ιals ojlhι
yαπgtZι Ri加ア Ciui1たαh'0π, ed. Y. Yasuda, Beijing,2002, PP.234-252(小国
語)
" simone Martini e l'Estremo oriente",0アiιπiιι 0ιιidιπtι, convegno in
Ricordo di Mario Bussagli, Roma,31 maggio-1 giugn0 1999, a cura di c. si1Ⅵ
Antonimi, B.M. AHleri, A. santoro, universita degli st11di(1i Roma 'La
Sapienza', pisa-Roma,2002, PP.276-283
「イントロダクション」『西洋美術への招行』化卸多・杁筆)東北大学出版会
2002年1-]2頁
「ローマにおける支倉六右衛門の肖像群について」『田際シンポジウム H伊文
化交流の5004r 桜告1"(ローマ大学,仙台・川1崎・東京) 20014f 17-46頁
(伊文),2仭一224頁(千n文)
「1ヨ本におけるイタリア美術研究」『国際シンポジウム日伊文化交流の500年
報告iⅡ』(ローマ大学,仙台・川崎・東京)20014下 141-152貝(伊文),313-
322頁(和文)
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工 梠
「 北 斎 と 述 近 法 ・ ア ナ モ ル フ ォ ー ズ 」 『 美 術 史 学 』  2 3  2 0 促 1 1 Ξ  1 0 0 - 1 0 8 頁
「 ド イ ツ ・ ゴ シ ッ ク " 古 典 主 峩 " と は 何 か 」 『 「 ι " 典 上 宇 § _ 1  美 術 の 延 話 兪 " 勺 研 究 』
研 究 成 果 机 告 . 1 }  2 { 川 4 作 3 河  1 - U 頁
「 デ ュ ー ラ ー , ル タ ー と イ ス ラ ム 世 界 ・ ・ そ の 『 黙 ポ 録 』 版 画 研 究 」 『 美 術 史 ツ 誓
2 4  2 0 0 3 守  1 3 7 - 1 5 4 貝
1 3 9
B
美 術 . 文 学 評 論 . エ ッ セ イ
1 . 「 H 木 文 学 と は 何 か 」 『 季 Ⅲ 藝 術 』  1 < 2 )  1 9 6 7 年 7  上 1
2 . 「 或 い は 死 と か が や き 江 藤 打 七 倫 」 『 _ ・ _ 三 Ⅱ 1 文 ' y W  郭 ( 1 )
f i
3
「 1 川 洋 文 学 と は 何 か 」 『 季 阿 墾 術 』  2 ( 4 )  1 9 6 8 年 1 0 1 1  別 一 1 0 9 貞
「 冬 の 1 削 ジ . ル ジ ュ ・ ド ゥ ・ ラ ・ ト ゥ ー ル ー  1 」 『 季 川 藝 術 』  3 ( 3 )  1 9 脚
守 . 7  j 1  1 2 8 - 1 3 7 頁
「 冬 の 1 網 ジ ョ ル ジ ュ ・ ド ゥ ・ ラ ・ ト ゥ ー ル ー  2 」 同 誌  3 ( 4 )  1 9 脚 年 1 0 打
「 冬 の 1 剖 ー ジ ョ ル ジ ュ ・ ド ゥ ・ ラ ・ ト ゥ ー ル ー  3 」  1 可 誌  4  a  )  1 9 7 0 年 1  1 ]
「 冬 の 削 ジ , ル ジ ュ ・ ド ゥ ・ ラ ・ ト ゥ ー ル ー  4 」 同 誌  4 ( 2 )  1 9 7 0 年 4  刀
「 冬 の 隅 1  ジ ョ ル ジ ュ ・ ド ゥ ・ ラ ・ ト ゥ ー ル ー  5 」 同 誌  4  ( 3 )  1 9 7 0 年 7 1 1
「 冬 の 惜 ト ー ジ ョ ル ジ ュ ・ ド ゥ ・ ラ ・ ト ゥ ー ル ー  6 」 同 誌  4  ( 4 )  1 9 7 0 年 1 0 打
「 文 学 的 想 像 力 と 成 熟 一 ・ 或 い は 水 源 の " 幼 児 " 」 『 國 文 學 解 釈 と 教 材 の 研 究 』
1 6 a  )  1 9 7 1 年 1 打  6 0 - 6 7 頁
「 有 愁 に つ い て , 河 _ 上 徹 太 郎 論 」 『 波 』  1 9 7 1 年 ・ 5 j 1 号
「 " 夜 の 画 家 ( ジ " ル ジ ュ ・ ド ゥ ・ ラ ・ ト ゥ ー ル ) " の 影 の 男 j 『 芸 術 斯 潮 』  2 2
a o )  1 9 7 1 年 1 0 月 1 0 8 - H 5 頁
「 バ ロ ヅ ク " 1 , 縣 兪 」 『 _ 」 彩 』  2 7 9  1 9 7 Υ 甲 1 1 月 3 6 一 朝 , 妬 貝
「 文 芸 季 評  a 0 月 ・ 牙 ~ 1 2 1 「 号 ) 」 『 季 刊 塁 H 菊 』  6  a  )  1 9 7 2 年 1 門  1 0 - 1 5 貞
「 ポ ル ド ー の グ ロ テ ス ク 幻 恕 」 『 美 術 手 1 帖 』  3 4 9  1 9 7 1 年 1 2 j 1  1 0 9 - 1 2 0 , 1 2 5 -
1 2 7 頁
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「 加 X モ さ れ た 名 画 」 『 芸 術 新 測 M  3 3 ( 3 )  1 9 8 2 イ r 3  刀 卯 一 4 1 頁
「 芸 術 家 の 乎 紙 」 『 学 雉 』  7 9  1 9 8 2 イ f 3 1 ]  2 4 - 2 7 頁
「 自 画 像 と 本 当 の 顔 西 洋 Π 画 像 槻 史 」 『 芸 術 新 潮 』 「 " 染 画 家 の 自 画 像 ・ ウ
フ ィ ッ イ 美 術 館 秘 藏 」  3 3 ( 田  1 9 8 2 イ f 6  河  4 9 - 5 7 頁
「 レ オ ナ ル ド 再 ぢ ぺ イ ン 『 レ オ ナ ル ド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ 』 批 判 」 『 や っ と は た
ち 』 フ ジ ヤ 画 廊  1 9 8 2 年 1 田 一 1 7 4 頁
「 , 煕 常 と 日 木 の 美 意 識 一  1 鴫 長 明 と 運 慶 の こ と 」 『 國 文 學 解 釈 と 教 材 の ω " 劃
2 8 ( 4 )  1 9 8 3 イ f  3 j 1  3 4 一 如 頁
「 く 鹸 先 端 > の 広 術 と は 何 か 」 『 ク エ ス ト 』 小 学 館  1 9 π q 二 1 2 村  7 8 - 8 6 貞
「 若 き 日 の ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ ー 上 一 ・ 母 と f , そ し て 丘 妥 」 」 『 季 刊 塾 術 』  1 2 ( 3 )
1 9 7 8 1 下  7  j 1  1 1 4 - 1 3 9 貞
「 才 〒 き 日 の ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ ー 小 一 父 と ・ f , そ し て 「 1 波 い 」 」 同 "  1 2 ( 4 )
1 9 7 8 作 1 0 乃  1 : 梠 一 1 6 7 頁
「 若 き  U の ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ ー 下 凶 わ れ 人 た ち 」  1 司 ' 志  1 3 ( 1 )  1 9 7 9 件 υ 、 j
8 0 - 1 1 7 頁
段 下 娠 し て い た " モ ナ . り ザ " 」 『 芸 袮 1 新 測 1 』  2 9 ( フ )  1 9 7 8 年 7 j 、 1  Ⅱ 6 一 Π 9 貞
「 夫 折 の 画 家 の 迎 命 ラ フ ブ エ ロ と ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ 」 『 過 " 刺 Π 1 ' i 科 Ⅲ : 界 の
美 休 i 』  4 5  1 9 7 9 イ F  2 円  4  1 _ 1 ケ ナ  1 3 2 - 1 4 0 貝
Π 7 川 紀 の フ ラ ン ス 絵 画 一 一 写 交 土 筬 と 古 典 上 英 」 『 週 円 朝 Π 百 科 世 界 の 美 術 』
5 8  「 ラ ・ ト ゥ ー ル , ル ・ ナ ン 兄 弟 , プ ヅ サ ン 」  1 9 7 9 イ f ・ 5  j 、 1  6 日 "  1 9 7 - 2 2 1 貞
「 光 琳 『 燕 f 花 図 上 『 Π 本 絵 画 百 選 』 山 根 右 τ ξ 編  U 本 経 済 新 1 Ⅲ 礼  1 9 7 9 年
7 2 頁
「 珠 玉 の ブ ク ロ ポ リ ス 美 術 創 U  『 芸 術 新 刈 "  3 0 a l )  1 9 7 9 イ f 1 υ j  6 8 - 7 2 頁
「 バ ロ ヅ ク と 東 汀 司  h く a w a s h i m a 』  1  川 武 ■ 釧 勿  1 9 8 0 I F 1 リ ]  1 0 - 1 3 f i
「 『 モ ナ . り ザ 』 の ( 町 の モ デ ル は イ ザ ベ ラ ・ デ ス テ 」 『 二 術 生 活 』  1 9 8 0 午 1 2 ナ 1
「 レ オ ナ ル ド . ダ ・ ヴ ィ ン チ 『 岩 窯 の 砕 リ 」 』 , 『 最 後 の 晩 餐 』 , コ ヅ サ 『 打 暦 1 叉 1 ( 5
j D 上 『 但 界 の 美 術 8  宗 教 ・ 物 耐 1 』 ぎ ょ う せ い  1 9 8 1 年 1 4 , 4 1 , 3 9 貝
「 イ 出 像 崇 拝 の 遍 歴 一 『 ゴ ッ ホ の 手 1 氏 』 か ら 『 本 居 官 長 』 ヘ 」 『 小 林 秀 姉 を く 院
む > 』 μ ι 代 企 画 室  1 9 8 1 年 2 2 6 - 2 5 7 頁
「 レ オ ナ ル ド 『 最 後 の 晩 餐 』 修 復 問 題 」 『 芸 術 新 測 1 』  3 3 ( 2 )  1 9 8 2 イ f 2 月 2 - 3
U
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58 「イザベラ.デステ」『ルネサンスの光と影』(歴史をつくる女たち・ 3)災英
社 1983年37一釘頁
「稀代の炉d乍者によるくフェルメールⅢ什>」『ば術新刈1』 34(フ) 1983年7 刀
65-67fi
「ふたたぴ陰蛾礼讃」『郵政』 1984年2 打号 16-20頁
「1ヨ人人による西洋学のすすめ」『学け在』 1984年6 打号 24-27頁
「"絵を"と"物誹"の1刈係一・『測辻U勿語絵巻』と『信貰ル絲支邑』『作人納言絵
帯iM について」『1或1文界1 仰岬夬と教材の研究』 29(9) 1984年7 判 20-27貞
「レオナルド・ダ・ヴィンチの"水力"デヅサン」『芸術新刈1』 36(3) 1985圷
3jj 52-57貞
「北斎と'に琴一その出会いと別れー-1鵬徐と木文の相補件について」町弱文學
仰蒔夬と椴材の研究』 31(2) 1986年2 打 76-82頁
粍先ってびっくり色彩1向家ミケランジェローシスティナ礼拝堂500年ぶりの後
活』『芸術新測1』 37(2) 1986年2j,64-72貞
「システィナ礼打'堂犬井画の・普遍竹ヨ『アートグラフ』 27 1986年39-43頁
「ダリ諭一その共時的ぢ察」『ユリイカ』 18a2) 1986年1υ、1 148-1例貞
「<ニイ倫の王網>についてー・・『パノラマ島台1談』余1卦羽『ユリイカ』 19(5)
]9871ド5 打 H4一巧2頁
f11 Michelange]o deⅡa sislin劃『Mr.ハイ・ファヅション』 May, 1989,152
-157頁
殊会姿で凱旋した伊迷政宗の逃欧仙節支介'常長」『会術新剛1』40a2) 1989年12
門 76一別頁
「ミケランジェロのシスティナ礼拝堂天井画の淌査で思うこと」『学才荊村般』 H
木学術振興会 1989年1011 841-845頁
「光と1剛のコントラスト」『おん・えあ』 MMT ミヤギテレビ 19891ド Win・
ter,12j、」 25 H 充行
「クロード・ドゥルエ『支i卜常長』について」『サントリー美術館ニュース』
110 W904F 1 1130 H 発行
「大平のミケランジェロを兒つけた!一Π光・"光莟陸,鑑真像,大U、を造っ
た天才彫●1膓イ」『WIH ジャーナル』 32(22) 1990年6 門 8日シナ 14-19貞
「1.Ⅱ厶文化交渉史の先駆名'発見,『支倉常長』像を揣いたフランス1画家クロート
・デルユエ」『NouveⅡe H化、会館日仏恊会通偏』四 1989年3 打月
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69
70
71
72
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????
2 2
7 6
フ フ
「 『 支 倉 常 長 一 ・ 行 』 図 の 発 上 ι 」 『 中 央 公 論 』  1 9 9 0 年 5  打 号  4 6 - 4 8 頁
「 イ タ リ ア 大 統 領 宮 の 常 長 、 ・ 行 」 「 も う ・ 一 人 の 主 役 , サ ン ・ フ プ ン ・ バ プ テ ィ ス
タ 号 」 「 文 化 大 使 常 長 へ の 歓 待 」 『 み や ぎ 県 政 だ よ り 』  1 9 9 0 年 4 , 5 , 6 月 号
「 西 洋 中 心 か ら の 脱 却 『 イ タ リ ア 美 術 史 』 に 寄 せ て 」 『 聖 教 新 酬 U  1 9 9 0 年 1 2 打
1 4 日 号
「 劉 生 の 西 洋 画 理 解 度 は ? 」 『 芸 術 新 沖 羽  4 2 ( 6 )  1 9 9 1 年 6 月 3 2 - 3 3 貞
「 ル ネ ヅ サ ン ス の 画 家 , ポ ン ト ル モ の 日 記 」 『 東 京 新 田 "  1 9 9 1 年 6  村 1 6 日 号 ( 3
枚 )
「 イ ン タ ビ ュ ー , み や ぎ の 群 像  2 0 4 」 『 河 北 新 判 U  1 9 9 1 年 7  阿  6 日 号
「 男 性 的 性 格 が 強 い 日 本 文 化 」 『 芸 術 新 測 釦  4 2 ( 田  1 9 9 1 午 8 村  1 2 8 - 1 3 0 頁
「 地 小 海 の 旅 , ロ ー マ と い う 芸 術 都 市 」 『 R e p o r t  K u m a g a i 』  1 7 1  1 9 9 1 守  1 - 2
頁
「 メ ラ ン コ リ ー と 創 造 性 」 『 1 m a g 0  マ イ ン 下 ・ サ イ エ ン ス の 総 合 誌 』  1 9 9 1 午 1 1
月 号 青 士 社  6 4 - 6 6 頁
「 お か し な 自 画 像 」 『 1 S 』  5 4  1 9 9 1 年 2 9 - 3 2 頁
「 轡 評 國 府 寺 司 『 フ ィ ン セ ン ト ・ フ ブ ン ・ ゴ ッ ホ ー ・ キ リ ス ト 教 対 自 然 』 」 『 美
学 』  4 2 ( 3 )  1 9 9 1 年 1 2 j j  6 9 - 7 4 頁
「 外 国 人 留 学 生 見 学 リ 笊 行 , 蔵 王 」 『 東 北 大 学 広 轍 』  1 9 9 ] 年 1 2 月 1 6 日 号  6 2 - 6 3 頁
「 " モ ン ゴ ル の 平 和 " と " ル ネ ヅ サ ン ス " 文 化 」 『 大 い な る 都 巨 大 国 家 の 遺 廊
大 モ ン ゴ ル 3 』 角 川 書 店  1 9 兜 午  1 5 2 - 7 頁
「 書 評 壮 大 な 没 落 の イ メ ー ジ ガ ン ト ナ ー 『 レ オ ナ ル ド の 幻 想 大 洪 水 と 世
界 の 没 落 を め ぐ る 』 『 図 1 ど 新 開 』 美 術 Ⅱ _ 1 版 社  1 9 兜 年 6  村 2 0 日 号
「 新 美 術 時 評 日 木 美 術 の ご 本 普 d 『 新 美 術 羽 那 Ⅷ 美 術 年 鑑 社  1 9 9 2 年 2 河 2 1
日 号
「 新 美 訓 卵 寺 評 大 美 術 家 の 名 前 の 欠 落 」 同 誌  1 9 9 2 年 3 月 2 1 日 号
「 新 美 術 時 i 平 " 歴 史 の 終 わ り " と " 芸 術 の 終 わ り " 」 同 誌  1 9 兜 年 4  " 2 1 H 号
「 新 美 術 畔 乕 乎 オ ー ル ド ・ マ ス タ ー 作 品 の 収 集 を 」 同 誌  1 9 9 2 年 5 打 2 1 " 号
写
「 斬 美 術 撰 拓 平 再 び オ ー ル ド ・ マ ス タ ー の 収 集 を 」 同 誌  1 9 9 2 年 6 打 2 1 H
「 新 美 術 時 評 ヴ ェ ネ ッ イ ブ で の レ オ ナ ル ド 展 』 同 誌  1 9 兜 年 7 河 2 1 日
号
「 新 美 術 時 評 京 都 の 再 生 の た め に 」 同 誌  1 9 兜 年 9 門  1 日 号
7 8
7 9
8 0
9 5
8 3
8 4
8 5
8 6
8 7
8 8
8 9
9 0
9 6
9 3
9 4
? ??
? ?
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104
「新美術時訓'日本のガイド・プック批判」同'志 19兜年10打 1日
「新美術時部Π木ヲ新村史の"様式"展Ⅲ幻同'念 1992年11」j1日琴
「新美術Π寺而十叡ln者の麺廃招く美術・1:・ブーム」同誌 19兜年12河 1Π・牙
「支介常士と考」玲AM通伝』みちのく芸術家恊会 19兜年Ⅱ月3Π創刊号 3
貞
「ミケランジェロ,システィナ礼邦堂大井画開舎の意設」『東北大学学報』
1993イ1ミ 1J] 1日号 29-31頁
「共飾の博物誌60,鶏」『チャイム銀座』 1993年 lj上号 7-9貞
「新美利卵寺評美術史なき?美術史論染」『新美術新聞』 1993年1打21日号
「新美術時評口ーマのシルク・ロード展」同誌 1993年2門21日号
「宇Ⅱ訂倫と芸術,そして現在」『大休表現の芸術史的老察研究成果縦告11』
19船イ1Ξ 2-7貞
「今年の展覧会 1 大北斎展 2 ホイマンス美術館展 3 ヴブティカン
のルネッサンス於」『新焚術新1Ⅱ" 12打H-21日号8 血
「東西交沙の玉要性」『宮崎市定令条・打・縦2伽岩●支ι1・店 1993年4-8頁
「色彩の復活,哲学の復活」『世[U谷区文化情桜説一ゆとり路』 1993年10村弓
6 fl
「先端技術者,レオナルド・タ・ヴィンチの少は人空を獅う」『scat Line』 15
"テレコム先゛揣技術研究支援センター 1993年12頁
「,1}釧1 若桑みどり『光彩の絵画,ミケランジェロのシスティーナ礼打ン堂天"
1向の図像解釈学的研究』,小佐野、iE利『記憶の'・1.のli代ルネサンス美術にみ
られる古代の受容』」『美術史学』15 19鯰年25-37頁
「レンブラント『"画像』について,上Ⅱ乍一点主義への疑惜心『MOA美袮j』49
「美の・・11山 1994司三lj1 52-53貞
「メランコリーの忘却と芸術の辰退」『1mag0 マインド・サイエンスの総合'志』
1994年8 打号 8-9貞
「レオナルド・タ・ヴィンチにとって"水"とは何か」『AQUALOG : Kurita
WalerNews』 48 1994イf l-8頁
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Ⅱ0
1 1 1
Ⅱ2
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23
1 14
Ⅱ5
H6
1 17
Ⅱ8
Ⅱ9
?
2 4
1 2 0
「 美 術 史 の 古 本 屋 の 悲 陶 心 川 せ 界 の 古 、 1 1 店 』 川 成 洋 編 丸 善 ラ イ ブ ラ リ ー  1 9 9 4
年 1 7 1 - 1 7 6 頁
「 序 一 三 つ の 五 輪 の 塔 の 謎 」 『 支 介 常 長 と 胆 沢 町 常 長 終 爲 地 を 探 る 』 切 川 未
良 著 秋 桜 社  1 9 9 6 年 8 打
「 肖 像 の 系 譜  1  ト ス モ ー ズ 『 女 王 ノ フ ル テ テ ィ 』 」 『 聖 教 新 聞 』  1 9 9 4 年  l j 」 1 5
日 号
n 切 象 の 系 譜 2  作 者 不 祥 『 ホ メ ロ ス 』 」 同 誌  1 9 9 4 年 け j 2 9 Π ・ 琴
「 肖 像 の 系 譜 3  オ ク タ ヴ ィ ア ヌ ス の 像 」 同 誌  1 9 9 4 年 2  打 2 6 Π 号
「 肖 像 の 系 譜 4  藤 原 信 実 醗 凍 頼 朝 』 」 同 誌  1 9 9 4 午 3  門 1 2 日 号
「 肖 像 の 系 譜  5  ジ ョ ヅ ト 『 ス ク ロ ヴ ェ ー ニ の 肖 像 』 」  1 司 誌  1 9 9 4 4 「 Ξ 4  打  9  Π ・ 号
「 肖 像 の 系 計 6  マ サ ッ チ オ 『 三 位 一 体 の 寄 進 者 』 」 同 誌  1 9 9 4 年 4 打 2 3 Π 号
「 肖 像 の 系 譜 ・ フ フ プ ン ・ ブ イ ク 『 ア ル ノ ル フ ィ ー ニ 夫 妻 の 門 像 』 」 同 紘  1 9 9 4
年 3 月 2 6 日 号
「 肖 像 の 系 譜 8  ピ エ ロ ・ デ ラ ・ フ ラ ン チ ェ ス カ 『 ウ ル ビ ー ノ 公 の 肖 像 山 同 誌
1 9 9 4 年 5  打  1 4 日 号
「 肖 像 の 系 ; 詐 9  ジ , ヴ ブ ン ニ . ベ ル リ ー ニ 『 ロ レ ダ ン の 門 像 』 」 同 誌  1 9 9 4 仟
5 月 2 8 日 号
「 肖 像 の 系 譜 ・ 1 0  レ オ ナ ル ド . ダ ・ ヴ ィ ン チ 『 モ ナ ・ り ザ 』 」 同 え 志  1 9 9 4 年 6  村
Ⅱ Π 号
「 肖 像 の 系 譜 1 1  ラ フ ァ エ ル ロ 『 カ ス テ ィ リ オ ー ネ の 門 像 』 」 同 誌  1 9 叫 年 6 打
1 2 ]
1 2 2
テ ィ ト レ ヅ ト 『 サ ン ・ ロ ヅ コ の 聖 1 幟 者 の 肖 像 』 」 同 誌  1 9 9 4 年
1 2 9
1 3 0
1 3 1
B 2
エ ル . グ レ コ 噂 多 道 士 パ ラ ピ シ ー ノ の 像 』 」 同 誌  1 9 9 4 午 9 打
「 肖 像 の 系 譜 1 2  デ ュ ー ラ ー 『 ホ ル ツ シ ュ ア ー 上 阿 上 誥  1 9 9 4 年 7 打  9  Π 号
「 肖 像 の 系 譜 1 3  ホ ル バ イ ン 『 エ ラ ス ム ス 』 」 伺 誌  1 9 9 4 年 7  打 2 3 目 "
「 肖 像 の 系 譜 1 4  ポ ン ト ル モ 『 宝 石 細 下 師 の 肖 像 上 同 肱  1 9 9 4 年 8 河  6  Π 号
「 肖 像 の 系 譜 1 5  テ ィ ッ イ ア ー ノ 『 皇 帝 カ ル ロ ス  5  世 』 」 肺 上 微  1 9 9 4 年 8  打 2 0 日
1 3 7
「 肖 像 の 系 譜 1 6
9 打 1 3 Π 号
介 削 象 の 系 譜 1 7
1 7 H 号
1 3 8
2 5  Π 号
? ?
? ? ?ー ー ー ー ー ー
? ? ? ?ー ー ー ー
139
156
「肖像の系譜18 べラスケス『イソップ』」同誌 1994午10河10日号
「肖像の系譜19 ルーベンス『子供の顔』」同誌 1994年10打22日号
介削象の系譜20 レンブラント『アリストテレスとホメロスの剛引象』」同砧
1994年11月5 Π号
「肖像の系譜21 ゴヤ『カルロス4 世の家族』」同誌 1994年11月19H 号
n射象の系譜22 北斎『芭蒸』」同誌 1994年12打 3日号
n削象の系譜23 セザンヌ『ヴォラールの肖像』」同誌 1994年12ナ117H 号
「書評ハポンという名の謎支倉常長の悲述でなかったからこそのスペイン
人名中丸明著『支介常長異聞海外に消えた侍九ち』宝島社」『図書新聞』
1995年6 J] 21 口号
片11評ルーヴルの変遷を物語る戦開目的で作られた城が美術の殿堂となる
まで小島英著『ルーヴル美と権力の物語』丸善ライブラリー」同誌 19怖
年4月30日牙
「書評巨匠の見逃された側面に光長尾重武茗『建築家レオナルド・ダ・ヴ
インチ』」『日木経済新聞』「読i井」 1995年9 河25日号
「対談ウェルギリウスの魅力と今"的な意味」(長田弘,田,・1・,英道)『An・
gel』 1994年秋牙 27-32頁
「レオナルド.ダ.ヴィンチ人剛1信頼の思想と作品」『文』 42 1996年3-5
頁
「支倉常長の西欧偵察外交」『地球H本史U 西尾幹二編扶桑社 1998仟
17フ-197頁
「中国の真似でなかった美術」『地球日木史2』「川尾幹二編扶桑社 1998年
]99-217頁
「写楽は北斎である」『正論』321 19羽年5月240一四頁
" East meets west, Japan's response to European art", Art Quarterly, summer,
2000, PP.43-49
「1 美術とは何か,2 絵画とは何か,6 見るための基礎,7 様式について」
畔会画の教科i!1』日本文教出版 2001年(執筆担当箇所)
「M本の美術の埀要性」『「新しい歴史教科1對をつくる会」のキ張』扶桑社
2001年
「山根有三先生への個人的朋恬村『追悼 1_U根有三』真牛流本部 20田年20-
22貞
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巧4
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???
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~ 1 7 1
「 1 _ 1 不 の 文 化 史 同 民 の 芸 術 」 『 1 辛 絲 新 川 Ⅱ 巧 回 連 怯  2 0 0 2 年 H 打
1 7 2
1 7 3
「 延 1 民 の 芸 術 を め ぐ っ て 芳 賀 徹 氏 と の ヌ 寸 a 炎 」 『 廊 経 斬 1 Ⅱ 1 』  2 0 0 2 年 1 2 ナ 1 1 5 H  牙
「 ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ と 北 斎 ・ ! リ 楽 」 『 美 術 画 雜 』  3 5  判 1 Π コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン , 美
術 画 報 社  2 0 0 2 す
「 火 仏 と 血 d 1 の 女 神 一 安 目 激 石 や ゲ ー テ は 民 族 の ブ イ デ ン テ ィ テ ィ を な ぜ 美 術
や 廸 造 物 に 見 い だ そ う と し た の か ? 」 『 諸 石 ! 』  3 4 ( 田 昭 時 」 竹 干 小 号  2 0 0 2 午
5 j ・ 」 文 塾 存 秋 社  2 3 8 - 2 5 1 貞
「 1 W 徳 太 子 は 実 在 す る ! 」 『 i 渚 ノ 1 ' ! 』  3 5 ( 田  2 0 0 3 午  6  j ] 号 ] 5 7 - 1 6 7 頁
「 Π 人 の メ デ ィ ア を 支 配 す る " 隠 れ マ ル ク ス ヨ ξ 裟 " フ ラ ン ク フ ル ト 学 派 と は 」 『 1 1
論 』  3 7 3  2 0 0 3 午 8 月 2 5 4 - 2 6 8 貞
「 日 本 の 若 い 知 , 滋 人 の 退 廃 一 小 熊 英 二 『 く 施 し > の ナ シ ョ ナ リ ズ ム 』 の 党 派 判 ヨ
『 i f 論 』  3 7 6  2 0 船 年 1 0 打  1 5 2 - 1 5 6 貞
「 大 皇 の 1 父 イ 放 送 と 1 埜 史 散 1 斗 i ! U  『 史 』  2 0 0 4 司 二 1  打 琴
「 美 を 通 じ て 歴 史 が 私 た ち に 語 り か け る 」 『 所 U  7 3  2 0 0 4 年 1 月
「 Π 本 文 化 の 世 界 的 価 仙 』 『 N T T  B U S I N E S S 』  2 0 0 4 年 4  村 り
「 U 本 人 の 激 し さ , 厳 し さ 」 『 文 塾 春 秋 』 8 2 a 3 ) 畍 , 時 増 刊 号 「 和 の 心 寸 ゛ 木 の 美 」
2 0 0 4 年 9 月 2 7 - 2 9 貞
「 " 逃 げ る " と い わ せ な い 訂 本 の 文 化 力 」 『 堕 遡  7 6  2 0 叫 圷 ' 1 2 1 } 号
f イ ン タ ヴ ュ ー  d 挙 げ せ よ , Π 人 美 袮 U  『 日 本 文 化 』  2 0 0 5 年 冬 号  8 - 2 4 頁
1 7 4
1 7 5
1 7 6
1 7 フ
1 7 8
1 7 9
1 8 0
1 剖
1 8 2
1 8 3
